


霊 感 あ る メ ッセ ー ジ

１２使徒評議員

エ ズ ラ タ フ ト ベ ン ソ ン長 老

㌔

私
事 しているのであります。御父の子供である私たちの兄弟姉妹を救い最高の栄に導 く業 ｉ

ご

にたずさわ・ているので丸 私たちは真理の管理人；すなわ鈴 まで実蹴 れ・これカ〉ら峨 １

々の人 とな りを築 き上 げ，救 い，高 め る救 いの原則 の管理人で あ ります。 １

主は私醐 ・臓 な騰 のあらま しとその目的の数々を教えられました・・ それ躾 行す・ ｉ

意量纏犠愁ζ矯 儀翁芸辞二塾垂瓢 瀧 聴蛎購 鞍 鷲爵震
なされる理 由 もここにあるので あります。 これ こそ主 の組織 であ り，そ の中 にあって私たちは ；

～働
いてい るのであ ります。 （

ら

間違睦 おか したり溺 さを持・ているにも⑳ わらず沃 父が愛 してお らオｔる醗 的に働 ｉ

く子供たちと共に，私たちは働いているのであります。

責任の委譲には何の強制 も脅迫もあるはずがな く，私たちが賢明に委譲をする限 り，

くみたまを求めて得 られるにちがいありません。

たちは全世界で最も偉大な業に従事 しております。そうです全宇宙で最 も偉大な業に従 １・新しい教会幹部召さる

も

予言者のことば
「聖徒たちをととのえるために」
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〈予言者のことば〉

大 管 長

デ ビ ッ ド ０．マ ッ ケ イ

聖 徒 た ち を と と の え る た め に

して彼 は， ある人を使徒 と し， ある人を予言者 と し，あ る人 を伝道者 とし， あ る人 を牧者，教師

そ
と してお立て にな った。それ は聖徒 たちを ととのえて奉仕のわ ざを させ，キ リス トのか らだを

建 て させ，わた したちすべ ての者 が，神 の子 を信 じる信仰 の一致 と彼を知 る知識 の一致 とに到達 し，

全 き人 とな り，ついに， キ リス トの満 ちみちた徳 の高 さにまで至 るためであ る」 （エペ ソ４ ：１１～１３）

これがあなたがた神権 を持 つ兄弟 や会員た ちが コー リレーシ ョン （相互調整） プ ログヲムを 口にす

る時 に心すべ きことであ ります。 なぜ な らば皆 さんは至高者 の しもべだか らであ り，主は あな たがた

に神 の聖 徒た ちを教化 し，個人個人 を完成 させ るために，聖徒 たちを ととのえ，導 きと教 えを施す責

任を与え られたか らであ ります。

現在 コー リレーションプログ ラムの一部 として行 なわれているホームテ ィーチ ングと家庭 の夕べ の

二つ のプ ログ ラムの非常 に大切 なつなが りについて述 べてみま し ょう。

ホームテ ィーチ ングは人生 に関す るあ らゆ る面 において，神 の子供 たちを育て導 びき，霊感 と助言

を与 えるためのきわめて必要な価値 ある機会の一つで あります。 ホー ムテ ィーチ ングは ワー ド部監督

（支部長） の指示 のもとに，神権定員会 によ って行 われ， 各家庭 に福音 のメ ッセージ を も．た らし，

また生命 と救 い と兄弟愛 のメ ッセージを もた らす ものであ り，教会 の教 えを広 める最良 の機会が家庭
蟻

にあ るのであ りま す。
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〈予言者のことば〉

ホームティーチングを完全に準備するに当って次の三つのことを心にとあてお く必要があります。

先ず第一に訪問し教える相手のことを良 く知ること，それぞれの家庭が違 うように家庭の一人一人

も異 っているからホームティーチングの方法やメッセージは各個人に応 じ，その問題や欲求に応 じて

変えられなければなりません。

ホームティーチャーとして私たちはワー ド部監督 （支部長）の代理としτ，また神権者として数家

族を担当するように委託されているが，その責任を完全に遂行するために，担当家族の大人，青年

子供たち一人一人の態度，活動，興味，問題，仕事，健康状態， 幸福， 計画 と目的， 肉体的， 物質

的，霊的欲求や環境などすべてにわたって絶えず知っていなければなりません。

第二にどんなことを教えたら良いかということをよく知ることであります。 「イエス ・キリス トは

世の瞭い主であり，ジョセブ ・ス ミスとその後継者たちは神の予言者であること，福音は回復され末

日聖徒イエス ・キリス ト教会は神から導びきを受けており，その教えをすすんで聞き入れ実践 しよう

とするすべての人々に幸福と永遠の生命と昇栄とをもたらすものである」 と言 うことを教えるのがホ

ームティーチャーの務めであります。真剣な証詞と誠実な奉仕により，私たちが教える人々に生 き甲

斐 と目的を与え教会内に充分な仲間を持ちたいとい う望みをもたらすのであります。

第三はどのように教えたらよいか ということをよく知ることであります。教義と聖約の言葉を引用

してそれぞれをホームティーチングの目的に適用 してみるな らホームティーチャーは 「各会員の家庭

を訪れて，彼 らが声を挙げて もひそかにて も祈 りを為 し，すべて家庭の務めにいそ しむよう勧あをな

すなり」 「また常に教会員を守護 し彼 らと共にありて彼 らを強 くすべきものとす」であり，このこと

は必要があればどんなことがあっても何時でも，どのようにしても常に会員たちを助けるという意味

であります。

ホームティーチングは神聖な務めであり召しであります。すべての家庭，すべての人の心に神聖な

精神をもたらすことがホームティーチャーである私たちの義務であります。

神の子供たちを教える業を愛 し最善をつ くすなら， この立派で献身的な教師たちは，はか り知れな

い心のやすらぎと喜びまた満足感に満たされるに違いありません。

私たちは家庭の夕べの手引を用いるにあたり，各家庭の状況にあわせて融通性をもって用い，シオ

ンに子供を持つ両親の務あは，子供に主の前に理解と祈 りをもって正 しく歩むように教えることであ

り，また家庭における失敗は他のいかなる成功をもって もつ ぐなえないということを自覚されますよ

うに再び強調いた します。

私たちは，両親が家族をまわりに集めて，真理 と正義，家族の愛 と貞節を教えるようにお勧め しま

す。家庭は正 しい生活の基いであり，いかなる機関も家庭にとって代 り，その大切な機能を果すこと

はできないからであります。 この困難な時代における諸問題は，家庭における愛 と正義，教えと模範

仕事に対する献身による以外には，他のいかなる所，いかなる機関，いかなる方法によって もよりよ

く解決され るはずがありません。

神が両親を信頼 して委ねられた子供たちを，親 しく教え世話を し，あなたがた自身の家庭を見守 る

時に，皆さんの上に祝福がありますように。

あなたがたがそうする時に，家庭の愛が増 し，両親に従順になり，イスラエルの若人の心に信仰が

強ま り，悪の力と誘惑 に打ちかち，正義と平和を選ぶ力を得て，彼 らは天父の家庭の中に永遠の場を

備えるのであります。

この教会を導いているのは神であ ります。教会に，家族に真実であり，忠実でありますように。あ

なたがたが独断的にふるまうのではなく，ｉ親切な父や愛情豊かな母の模範によって，子供たちを守 り

導き，家庭とあらゆる生活に神権を発揚して教会の強化につくして下さいますように。
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特集記事

われ アブラハ ム，旅 をな しなお進 みて南 の方に行 け り。然 るにその地 に引 き

つづき飢饒 あ りければ，われア ブラハム， エ ジプ トにとどま らん ため，か し

こに下 らん と定めた り

古 代 工
¶■ 　

ン フ ． ト
パ レスチナに隣接する古代のエジプ トは

予言者たちの避け所であった

ド イ ル ・ Ｌ ・グ リ ー ン

ィ ン フ。ル ー ヴ メ ン ト ・エ ラ主 筆

つて予言者ジ ョセス ・ス ミスの所有物で あったパ ピル

か
ス写本集が最近発見 され教 会に戻 った。 この中 の一部

は高価 なる真珠 の アブラハ ムの書 に集録 されて お り， この発

見 によ り，古代エジ プ トに対 す る新 たな関心が ひき起 されて

いる。

実際 にエジプ トは五千 年以上遡 る歴 史を持 った古 い土地で

ある。 もしその地が この貴重 なア ブラハムの書 を，数千年 も

抱 え守 って来た墓の ある荒 漠た る丘 であった として も， この

ナイル の地 は，我 々の心中には，誉 れあ る地 に ほ か な 』らな

い。

エジプ トはパ ピル スの保存 者以上 の ものであ る。 この土地

はパ レスチナが飢謹で あった時， アブ ラハ ムとサ ラをか くま．

い養 った。 その後 この地 はヨセブの家 とな り，従 って聖地が

再 び飢謹 になった時，父 ヤコブとその家族 の避難所 となった

のであった。実際 に 「ヨセブのことを知 らない新 しい王 が，

エジプ トに起 った」（出エジ プ ト記 １ ：８）ときにイ スラエル

の民 は奴隷 となったので ある。 モーセが彼 らを奴隷 か ら解放

し約束 の地 まで導 き帰 るまで， このアフ リカの地 は イスラエ

ル人に家を与 えてきた。 エジプ トが幼児の イエ スのために安

全な避難所 とな った ことに感謝す るこ とを忘れ て は な らな

い。 ヨセブが天 使か ら指示 され，幼児 のキ リス トをその母 と．

共 に連 れ去 って，悪王 ヘ ロデの殺 りくか ら逃れて助か ったの

は， このエジプ トの：地においてであ った。

アブ ラハムの書 には，エ ジプ トは最初 ハ ムとエジプタスの

娘 であった女 によって発見 された と書 かれてい る。

「エジプ トの地初めて一人の女 に よりて発見 せ られ しがこ

の女 はハムの娘 に してエ ジプタスの娘な りき……。

この女が エジプ トの地を発見せ し時， そは水 の下 にあ りた

れど，後 にこの女 はそ の息子 らを この地 に定住 せ しめた り…

さてエジプ トの最初 の政府 は，ハ ムの娘な るエジプ タスの

長男 パ ロによ りて樹て られ，そ はハ ムの政府 の慣 しによ りて

族長政府 な りき。

パ ロは義人 な りけれ ば， その王国を打 ち建てて，生涯 その

民 を賢明且つ公平 に審 き，最初 の世代，すな
．わち最 初の族長

統治 の時代 に於 ける先祖 によ りて樹て られた る制度にな らわ

ん ことを熱心 に努 めた り。 その制度 とは， アダムの統治およ

び ノアの統治 の時代 に於 け るものに して， ノアは彼の先祖 に

して彼を地 の祝福 と知再 の祝福 とをもて祝 したれ ど，神権に

就 きては彼を咀いた り。」 （アブ ラハ ムの書 １：２３～２６）

聖 書中 に土ジプ トが初 めて出て くるのは創世記 １２章 で あ

る。 その聖句は， アブ ラハ ムがハ ランか らカナンに到着 した

時， カナンの地 は飢鯉 であった らしく， アブ ラハ ムがエジプ

トへ行 ったのは これを避 け るためで あったと述べてい る。 こ

の話 はアブラハ ムの書 の中の彼 の説 明によって証明 された。
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「われ アブラハ ム
，旅 をな しなお進 みて南 の方 に行 け り。

然 るにそ の地 に引 きつず き飢謹 ありければ，われ アブラハ ム，

エジプ トにとどま らんため，か しこに下 らん と定めた り，そ は

飢饒 その地 に甚 しか りければな り。」 （アブ ラハ ムの書２：２１）

アブ ラハムがエ ジプ トで どこに行 っていつ まで留 って いた

か聖典 には何 も示 されていない。 その当時政府 とパ ロの家 の

あった所 はエル サ レムか ら約 ４４３キ ロの地， 今日の カイ ロ附

近 のメ ンフ ィスで あったか も知れない。 あ るいはナイル河 の

上流約 ６００キロの テーベで あったか も知 れない。 と に か く

１８３５年 の ７月 に予言者ジ ョセブ ・ス ミスの手 に入 った ミイ ラ

とパ ピル スは昔 のテーベ市の近 くで発見 されたのであ る。

アブ ラハムとこのパ ピル スの故 に， エジプ ト上部 （カイ ロ

附近か らスーダ ンまで）を訪れ る末 日聖徒 は，今 日の都市ル

クソールや カル ナ ック附近 の神殿や墓 に特 別な興味 を持つ の

である。

カル ナ ックの神殿 はかつて人間に よって建 て られた最大 の

円柱建造物で あると言われてい る。 一枚石 の柱， 巨大 なパ ロ

の像 な どは目を見 は らせ るに充分で ある。

ある朝 ち ょうど太陽 の昇 る時，我 々は ナイル河 を渡 って西

テーベの墓地 と葬儀神殿を訪ね た。私 の興 味を大 いにそそっ

たのは王 の墓地 の谷 にあぢツタンカーメンの墓 であった。 こ

の途方 もない発見が なされ たとき私 は 小学校二年生 で あ っ

た。 まだ少年 であった私 はこの素晴 らしい発見の陰謀 とロマ

ンスと富 の話 に非常 に印象 づけ られ，それ らはや さ しい先 生

によって，私 の心 に深 く刻 みつ け られ たので あった。 これ は

墓泥棒 によって荒 され ていなか った墓 の一つ で，それ は科 学

者たちに古代 のエジプ ト人 たちの生活 と時代 につ いて， より

くわ し く学ぶ豊富 な機 会 を与 えたのである。豊か な宝 のほと

ん どが カイ ロの博物館 に移 され たが， ある ものは訪問者を楽、

しませ るために墓 の中に残 された。

我 々が案内人 に３３番の墓 に案内す るよ うに頼む と案 内人 は

驚 いた様子で あった。 我 々が何故 その墓 を特 に見 たがるのか

理解で きなか ったか らで ある。

我 々は注意深 く調べて， さ らに深 い所 で， もっ と精巧 に飾

られた高貴な墓 をい くつか探 し出 した。 その上，案 内人 は，

３３番の墓 は倉庫設 備 として利用 され ているので中 に入れ ない

と言 った。 しか し我 々は， その墓 は我 々に とって特別 に意味

のあるものであ るか らと説 明 してきかなかった。 ある学者 に

よると，３３番の墓 は，教 会の会員 たちに大 きな意味を もた ら

した アブラハ ムのパ ピルスが数千年 も，置かれて いた所で あ

７０

上 ルクソールの神殿には，大切に保存された巨大なパロ

の坐像がある。像と円柱の高さは左下の人物から想像でき

るであろう。

下 カルナックの神殿にある柱は，高さ約３０ｍあり，いく

つかの石が積まれている。石の重さは ３５０トンある。



上 ある学者たちはエジプ トの神殿のあるものは，完成ま

でに２０００年を要したといっている。初期の王たちによって

建てられた神殿は，後の支配者によって増改築された。こ

の神殿はルクソールにある。

下 エジプトの円柱は，ほとんど滑らかで模様が刻まれて

いるが，この柱は未完成である。

謎 、

懸麟懇
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る。我 々は墓 の外 の窪地 に立 った時， アブ ラハム，それ に彼

の書 いたパ ピルスの信 じられないほ どの保存，数千年間保存

されて予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの手 に渡 った とい う驚 くべ き

話 について語 り合い考 えた。

我 々はまた もう一人 のエジプ トに売 られ，つ いに国の宰相

にまでな った ヨセ フについて考 え語 り合 った。 このナイル の

地 におけるアブラハ ムの話 の始 ま りは歴 史家 によって紀元前

１７２８年 と定め られてい る。 その時か ら， イス ラエル人 の出エ

ジプ トの時代 の紀元前 約１４９１年 までは， 当然 イス ラエルの民

とエジプ トとは密接なつなが りを もってい るのであ る。予言

者 ジ ョセブ ・ス ミスはパ ピル スの巻物 の一つは， エジ プ トの

ヨセブの書を含んでい ると記録 してい る。 （教会歴 史第二巻

２３６頁） 知 られ る限 りでは， このパ ピル スに書 かれていた も

のは決 して翻訳 されなか った と言われてい る。

我 々はエジプ ト旅行 の間中， ナザ レの ヨセ フがマ リヤ と幼

児 のイエスを連れて逃 げた時， どこに居 たのであろ うか と思

いめ ぐらした。多 くの権威 あ る探究家 たちは，彼 らは カイロの

近 くのユダヤ人居住地へ行 った ので あろ うと推 断 してい る。

ヨセ ブが彼 自身 の民 の間 に避難所を求めた ことは当然 の こと

のよ うに思 われ る。 もしも彼 らがユ ダヤ人居住地 を訪 れた と

した ら， あの巨大 な ピラ ミッ トや スフ ィンクスの顔を見上 げ

たに違いない。 スフ．インクスはおそ らく世界 で最 も古 い記念

碑だ と言われ，キ リス ト誕生 の時，す でに２５００年 を経過 して

いた と思われてい る。 スフィンクスは ライオ ンの体 に人間 の

顔を してお り，その長 さは約８０メー トル で，高 さは約２２メー

トル ある。そ の顔 は二番 目の ピラ ミッ トを建 てたパ ロ ・ケフ

レンの顔 で あると言 われてお り， ギザの ピラ ミッ トと呼 ばれ

る最 大の ピラ ミッ トはパ ロ ・ケオプスのために建造 され た。

それ は一個ニ トン半 の重 さの石 灰石 と花 嵩岩 を，二百万個以

上用 いて建て られた。 カイ ロか らア スワンまでナイル河 に沿

１ 。て今もな親 られる古代工・プ ト人によ る ・ の驚異の業

馨 は，今日め人の目にも想像を絶するものがある。エジプト人

が世界に貢献 した広範囲にわたる学問は，永続的な影響力を

舞 持っている。 しか し我々多 くの者にとって，エジプ トに対す

る最 も強い関心事は，それがパ レスチナに隣接 し，予言者た

ちの避難所 となり，神によ６て，その正 しい目的をとげる助

けとなってきたということなのである。

我 々はこの簡単な背景 と写真が適当な予備知識となって，

漣ピルス発見の記事に興味を添える助けとなるように望むも

のである。

７１
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、

再 発 見 さ れ た

エ ジ プ ト の パ ピ ル ス

ジ エ イ ・Ｍ ・ ト ッ ド

イ ム プ ル ー ヴ メ ン トエ ラ 編 集 員

ニ ュー ヨー ク の 贈 呈式 にて トー マ ス Ｐ．Ｇ．ホ ヴ イ ング博 士 よ りパ ピル ス を受 け と る タ ー ナ ー副 管 長

最近発見 された エジプ トのパ ピルス程 回復 され た福音 に広

い関心を呼 び起 した ものはないであろ う。 この中の一 つが予

言者 ジ ョセブ ・ス ミスにより， アブ ラハ ムの書 を書 く際 に用

い られ た ものである。 そのパ ピル スはすでに１８７１年 のシカ ゴ

の大火 で燃 えて しまった と長い間思 われていた。 この驚 くべ

き発見 は前 ユタ大学中東 センター部 長 アジズ ・Ｓ ・アチヤ博

士 がニ ュー ヨ」 ク博物館のパ ピル ス．コレクシ ョンを乱読 して

いた時 になされた。そ の後一年余 りた った １９６７年の １１月 ２７

日， ニ ュー ヨーク市 において，それ らは メ トロポ リタン博物

館 か ら教会へ提供 され た。

十 一の写本 の コレクシ ョン中の一・つは， ジョセ フ ・ス ミス

が高価 なる真珠， アブ ラムの書 の前文の 「写 しの第一」 を写

しとった原版 である ことが判明 した。写本 と共 にあった１８５６

年 ５月２６日付 の予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの未亡人 エマ ・ス ミ

ス ・ビダモ ンとその息子 ジ ョセブ ・ス ミスの署名 した手紙 に

よ ると， そのパ ピルスは予言者 の所有物 であった ことが証明

された。
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パ ピルスの一部 には明 らか に旧来の象形文字 （絵 に似 た聖

な る碑銘） とヒエ ラテ ィック （象形文字を続 け書 きし速記体

にした もの） によって書かれ たエジプ トの葬儀文が含まれて

い る。 これはエジ プ トの ミイ ラと共 に埋葬 され るのが慣 わ し

で あった。 このよ うな葬儀文 には，死者が霊界へ無事 に行 く

助 けとな るはずの 「死者 の書」 の語句が よ く含 まれてい るこ

とが ある。 今の ところ， その他 のパ ピル スはアブラハ ムの書

と直 接関係が あるか どうかまだ判 明 して いない。

三つの写本 の台紙 （こわれ易 い写本を保存す るため明 らか

にジ ョセフ ・ス ミスによつては らたれ もの） の上 に書 きとめ

て ある文字 と手が きの地 図はすべ てジ ョセブ ・ス ミスの自筆

に違 いない こと もわか った。 その貴重 な価値 につ いて はまだ

確認 さ られて いないが，末 日の歴 史家 に とっては非常 な興味

をそそ られ る ものである。

写本 の コレ クシ ョンは ニューヨーク博 物館 で，世界各 国の

報道 陣 も出席 し， メ トロポ リタ ン博 物館 長 トーマス・Ｐ・Ｇ ・

ホヴィングか ら大管長会 のＮ・エル ドン・ター ナー副管長 に手



渡 された。 それは ソル ト・レーク市 の教会本部に しば らく，

展示 された後 に， ブ リガム ・ヤ ング大学言語 学教授 である ヒ

ユ ー ・ニ ブレー博士 に手渡 され た。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが不思議 な方法でパ ピルス原本 の

と四体 のエジプ トミィ ラを入手 した話 はよ く知 られてい る。

それは非 常に興味 をそそ る話 である。 これ と同様 に， メ トロ

ポ リタン博物館 においてアジズ ・Ｓ ・アチヤ博士 のパ ピル ス

発 見 についての話 も興味 ある ものである。それは彼 自身が次

の ように話 してい る。

「私 は当時世界 キ リス ト教 と東方 キ リス ト教 につ いて教 え

るかたわ ら， ある本 を書 き始めて いた時， メ トロポ リタ ン博

物館へ参考 になる書類， パ ピル ス，絵等 の資料を探 しに行 っ

た。 それは！９６６年 の早春 であったが， 日付 はおぼ え て い な

い。私 の書物 は出版 され る運 びになって お り，私 は補足す る

資料 を探 していた。

私 が望 んだあ らゆる ものがそ ろってい るうす暗い部屋 にい

た時 ある物 が私 の目を と らえた。私 はそ こで もつ と探 したい

と助手 の一人 に棚 の背後 にある書庫 に案内す るよ う に 頼 ん

だ。私が そこにい る間 にこれ らの書類 を発見 した の で あ っ

た。私 は直 ちにそ の中 に絵を見つけた。 この絵 を見た時， そ

れが高価 なる真珠 に載 せ られてい る ものであ ることがわか っ

た。この種 の絵 は他 のパ ピル スに もよ く見か けるものだが，こ

の絵 は特 に変 っていた。例 えばその上部 は欠 けていた しパ ピ

ル スが１９世紀 の紙では りつ けられてあ るの も認 め ることが で

きた 。上 部は鉛筆 で書 き加 え られて完成 されていたが，それ は

明 らかにジ ョセブ・ス ミスの手 によつて書かれた もので，彼 は

パ ピル スの上部が欠 けた時 にそれを持 っていたに違 いない。

明 らかに彼 自身の手でつ ぎた した紙 に描 いた ものである。 ま

た実物 がそ うであった のか ミイラの両 手 と片足 は上 に挙 げ ら

れている （普通 ミイ ラは真直 ぐに横 たえ られてい る）。これ も

非常 に変 っていた。 このパ ピル スは エジプ トの ものに間違 い
弓

ないが，それが何 を現 しているのか私 には全 く分 らなか った 。

さて私 は これを見て勇気づ け られて， さらに探 し始 めた。

私 は， もっと多 くのパ ピル スが積み重ね られてあ るのを見 て

神 の導 きを感 じた。 これ らの書類 と共 にジ ョセブ ・ス ミスの

妻 と息子 と誰 か他 の人 が署名 してい るもう一つの書類 が見つ

か った。 それによって， これ らのパ ピル スは ジョセブ ・ス ミ

スの所有物 である ことが証明 され た。

１９１８年 に ヒューザーとい う夫人が博物館を訪ねてあ るパ ピ

ルスを持 っている と語 ったが，話 しあいがつかなか った。 そ
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して１９４７年 にパ ピルスは博物館 の所有 になったが，それか ら

エジプ ト考古学の担 当者 が変 って， このことは忘れ られて し

まった。

複写 １と原本を比較する右からターナー副管長， トーマス Ｐ．Ｇ。

ホヴイング博士，ジョセブ ・ノーブル博士，アジズ ・デチヤ博士

私は これ らの書類 を見 て， それ を持 ち帰 った。私 はモル モ

ンの社 会，彼 らが従 ってい るもの， また聖典 などを知 ってい

るので，即座 にこの書類 は， こ．この ものではない， モル モン

教 会に属 す る ものであ ると言 った。 さいわい博物館 の人た ち

は私の よい友 だちであ ったので私 は彼 らにその書類 を教会 に

送 らせ ようとした。

私は国際観光 ソル トレー ク評議会 の主任秘書 である友人の

タザ ・ピアースに連 絡 した。 そ して私 たちは この発見を モル

モルの入 々にどのよ うに知 らせ るか話 し合 った。彼女 は，私

が ターナー副管長に会見 す るよ うに提案 し， そのて はずを と

とのえて，は じめの二回の会 見に共 に出席 した。 その後私は

直接 ターナー副管長 にあった。

「教会は非常な関心を持 ってお りそれ らのためにはどんな

ご．とで も し，またい くらで も支払 うで しよ う」 と云 った。そ

の時か ら私た ちは，そのパ ピスルが教会 に移管 され るよ うに

じっと働 らき続 けて来た ので ある。

このよ うなことを私は決 して強 引に しないで時間を掛 ける

主義 である。丁重な勧め と話 合い によ り博物館 はついに この

問題 につ いて の覚書を博物館理事会に提 出 した。 それまでに

は長 い期間 がかか った。理事会は想像 以上 に長 い時間をかけ

て討議 し，つ いに彼 らは博物館 には これ と同種 のパ ピル スが

多 くあ るので， これ らの書類を教会か ら離 して保管 してお く

１ ７３
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必要はないと考えた。 ’

この寛大な決定がなされた時，担当者は私に電話をかけま

た手紙を くれた。それから一ケ月ばかりその人がエジプ トに

行ったのでその間中断 したが，彼が戻って来た時，このこと

に関 して非常によい報告をしてくれた。

「とうとう決まりました
。あなたがたモルモンにパ ピルス

が渡されます。ですからあなたは友人や教会の大管長のとこ

ろへ行って，そのために必要な準備を して下さい。」

もちろん， ターナー副管長は私と同様に大いに喜ばれた。彼

はマッケイ大管長に報告 し，マッケイ大管長も非常な関心を

不された。

そこで私たちは贈呈式をどのようなに行 うかを決めた。

私はこのように有名なターナー副管長と トーマス・Ｐ・Ｇ ・

ホヴィング博物館長の間に立つて写真をとられたことに非常

な誇りと喜びを感 じた。館長は非常に重要な人物であり。そ

の助手である副館長ジョセブ ・ノーブル博士も同様である。

彼ら全員がそこに出席 した。そして驚いたことにはパ ピルス

は安全に保管されるように立派な箱に入れ られてあった。

けれどもその日の朝私はパピルスだけでなくパピルスとい

っしよにあった大切な書類 もそこにあるかどうかを確認する

ためにその大事な式に時刻よりずっと早 く行った。それ らの

書類は１９世紀の頃に書かれたもので色あせていた。私は博物

館がその写真をとったことに気がついた。 もちろん彼らは以

前にも写真をとろうとしたがそれは非常に色あせた青い紙だ

ったのでよく出なかった。そこで彼らは赤外線写真を もって

原本を写 しとったので写真は原本よりははるかに鮮明になっ

たのである。

私はジョセブ ・ス ミスの手にあったパピルスの発見に魅せ

られてしまった。けれども発見はそれで終 って しまわなかっ

た。その朝私はパピルスを手にして上 げた り下げたりくり返

し見たところパピルスがはりつけられてある紙の裏に，私が

思 うのにジョセブ ・ス ミス自身の手によって書かれた記事，

地図，市民名簿その他モルモンの歴史にとって最 も貴重な資

料を発見 した。三枚の台紙の裏面は専門家によって調査され

ねばならない記事と地図が一ぱいに書かれてあった。私はそ

の専門家ではないが，私 はその原本を見極める目を持ってお

り，このパピルスは偽物でな く，キ リス ト以前の，エジプ ト

パピルスの原本であることがわかった。

私はエジプト人が用いていたインキを知っており，その本

物と偽物の違いを知 っている。パピルスの書き物は普通 ミイ
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ラと共 に置 かれて お り， いろい ろな種類 があったが，来世へ

の安全 な通行を させ る 「死者 の書」は大 切な ものである。 パ

ピルスはある時 には着色 されてい る。 ご存知のよ うにペ ピル

スには青，黄金，及 び赤色の もの の三種類があ り，それは，

特殊 な ものであ る。 そこに使 われてい るインキは普通，す す

とにかわでつ くった ものであるので永持 ちす る。 思 うに これ

らの巻物 は， この種 のイ ンキで書かれた ものである。 通常祭

司 が書 き彼 らは最 も熟練 していた。 彼 らは葦のペ ンを用い先

を尖 らせるために真中か ら裂 いた。

エジプ ト人 は葦を うす く裂いて縦横 に積重 ねそれを木槌 で

打 って か らにか わで は りつ けそれを書 こうとす る文書 の 目的

に合せ て切 った。普通長 く続いた ものは巻物 につ くられ， こ

のパ ピル スはそ のよ うにつ くられていた。」

みなさん はそ の式 の翌 日に この発見の記 事がエジプ トの有

名 な新 聞の第一面 に書かれたのを ご存知ですか， みなさんは

この発見が どんなに人 々の注 目をあびたか驚 かれるだろ う。

そ して エジプ ト人 は， この文書が現れた ことを非常 に喜 んだ

ことは明 らかで ある。

アチヤ博士が それを発見 し，ジ ョセ ブ ・ス ミスが， アブ ラ

ハ ムの書 の翻訳 の一部 に用いた写本であ ると強 くその真実性

を証 明 したとい う事実は，極めて重 大な ことである。 アチヤ

博士 はエジプ ト及 びア ラビヤ写本の研究 家 として世界的 に認

め られ た人 である。

彼 は著名 な三大教授の一入で， ミシガ ン， コロンビヤ， プ

リンス トン， リヴ ァプール， ロン ドン， ボ ン， チ ュ ー リ リ

ヒ， カイロ及び ア レキサ ン ドリヤの諸大 学における講義 とそ

の著書 は，非常な関心を もたれている。

アチヤ博士の発見 について， 丁度 ジ ョセ ブ ・ス ミスが最初

にエジプ ト入の ミイ ラとパ ピルスを受 けた時 にパー レイ ・Ｐ

プ ラッ トが言 った と同 じよ うな ことが言 われ た。「た ぐい稀 な

る神の配慮 によ り， この古 代の記録 は主 の僕 ジ ョセブ ・ス ミ

スの手 に入 った 。」

ま ことにジ ョセ ブ ・ス ミスがどのよ うに して このパ ピル ス

を受 けたかについての話 は，神 の指示 によってな された もの

と して非常に魅力 あ るものである。詳細 は未だ に判明 してい

ない。 年々新 しい探究 が少 しずつ新 しい情報をつ け加えてい

る。 けれ どもこのエ ピソー ドの重要 な点 は一般の出来 事に一

致 してい ることであ る。す なわちナポ レオンの１７９８－９９年 の

エジプ ト征服 は，世界 の注 目をパ ロの地 に向 けさせ， エジプ

トの地下 の墓 や古代墓地 はたちまちに して科 学的探検家 と墓



泥棒 の活躍 の舞台 となった。 これ らの初期の冒険 家の一人 に

ピー ドモ ン トの住人 でア ン トニオ ・レボロとい う人がいたが

彼 は当時の豪族 の一人ベル ナル デ ィノ ・ドロヴェティの代行

者 として働 らいていた。 レボ ロは１８１７年頃エジ プ トに滞在 中

に テーベの地下墓地 に入 る許可を得た。彼は テーベの近 くの

ガ ーネと呼ばれ る所 の近 くで墓穴を見つ け，その中に多 くの

ミイラを発 見 した。彼 はその最上 のものを ドロヴェティに渡

したがその うちのあ るものを自分 自身 で保存 した。

彼はその後エジプ トを去 り， い くつかの ミイラを持 って，

トリエ ステ経 由でフ ランスに向ったが，そ の中の１１体は最 後

にアメ リカに到着 したのである。

パピルスとエマ ・スミスにより署名された書類を発見した

部屋で写本集を調べるアジズ ・アチヤ博士

特集記事

１８３３年 ４月 に ミカエル ・Ｈ ・チ ャン ドラーは税金を払 って

１１体 の ミイラを受取 り，棺 を開けた。 チ ャン ドラーは宝物や

高価 な物を見出 さなか ったので失望 したが，数本 のパ ピル ス

の巻物を見つ け出 した。神 の配慮 が もう一度 この話の中 に入

って来た ようで ある。何故 な らば， チ ャン ドラーはまだ税関

倉庫 に居 る間 に， この都市 には この巻物 を翻訳 できる人 は誰

もい ない と聞か された。 しか し， その同 じ人 （見知 らぬ人）

か らジ ョセフ ・ス ミスについて聞か され， ジ ョセブ ・ス ミス

がある力 か賜を持 っていて，以前に同様 の文字 を翻訳 した こ

とがあると聞か された。

それか ら二年余 り経 った１８３５年の ７月 ３日にチ ャン ドラー

トリエ ステ島にい る間に彼 は病気 になって死亡 し， レボ ロ

はその ミイ ラをアイル ラン ドにいると思 っていた甥の ミカエ

ル ・Ｈ ・チ ャン ドラーに遺産 と した。＊ミイ ラは明 らかに ロン

ドン経由で アイル ラン ドに送 られ た。 チャ ン ドラの友人はそ

の ミイラを チャン ドラが フィラデル フ ィアに住 んで いたので

アメ リカへ向けて転送 し， ミイラはつ いにニュー ヨーク市の

税関倉庫 に到着す ることとな った。

学者 たちはこの ミイラとその重要 な記録 が昔 の貴族や墓泥

棒や， ミイラ探 しの不正直 な競争者 たちの荒れ狂 う海 の上を

無事航行 して，つい にニューヨー ク港 に入港 した ことを，実

に奇蹟 以外 の何 も切 で もない と見な して きた。

は予言者 ジ ョセブに会い，彼の巻物 を翻訳 する力 を持 って い

るかど うか ただねた。 そ こで ジ ョセブは，持 っていると答 え

た。

予言者 はその巻物の上の ある資料 を翻訳 してチ ャン ドラー

に与 えたと記録 して いる。

チャン ドラ氏 は深 い感銘を受 け， ジ ョセブ ・ス ミスの古代

エジプ ト象形文字 の解読 は， チャ ン ドラー氏 が最 高の学者 か

ら知 らされた ものと完全 に一致 してい ると証明書 を書 いた。

予 言者 は教会 史誌 （第二巻 ２３６頁）の中 に次のよ うに記録

してい る。

「その後 間 もな くカー トラン ドのい く人かの聖 徒が ミイ ラ
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と後に説明する巻物を購入した。そしてＷ ・Ｗ ・フェルプス

とオリヴァー ・カウドリを筆記者として，文字や象形文字の

い くつかを翻訳 し始めた。そして非常にうれ しいことに巻物

の一つはアブラハムの書を含んでおり，もう一つはエジプ ト

のヨセブの書いたものであることを発見 したのである。」

４体の ミイラについては予言者は誰のものであるか知らな

かったと言われている。後に別な資料によると，予言者が，

それらの ミイラはパロと王妃と王女 と奴隷のものであると証
ベヒ 　

明 した と報 じて いる。

そ してパ ピル スの巻物は女 の ミイ ラの一 つと共 にあったと

言 われてい る。巻物 については， それは明 らかにアブラハ ム

とその曾孫 によって書 かれた記録 の原本 か写本で あると推測

されてい る。 それはその記録 を引継 いだ記録保管者 とパロに

よって書 き加え られ数午年 に及 んだ もので ある。

その結 果は末 日聖徒 によ く知 られ てお り，予言者 は巻物 の

上のあ る文書 を翻訳 し， この翻訳 と複写 １， ２， ３が今 日の

アブラハ ムの書 となっているのである。

「予言者 はまた今日私 たちが持
って いるもの以上 にアブラハ

ムの書か ら抜粋す る ことを約束 した ことも知 られてい るが，

殉教 によ り，彼 が改訂す ると言 った資料 の出版を打 ち切 らな

ければな らなかったのである。」

（ジ ョン ・テー ラー

タイムズ ・ア ンド ・シーズ ンズ１８４３年 ２月）

とにか く予言者 の殉教後， ミイラと写 本はジ ョセブの母 ル

シー ・々 ック ・ス ミスに手渡 された。 １８５５年 ５月彼女 が死 ん

だ時， ミイラと写 本は彼女 が死 ぬ前 にニ ケ年共 に暮 らして い

だエマ ・ス ミス ・ビダ毛ンによ って保管 された。 土マ ・ス ミ

ス・・ビダモンは予言者 の未亡人 で， その後 Ｌ ・Ｃ ・ビタモ ン

と結婚 した。 ミイラと写本 を一年余 り保管 した後 エマはそれ

をＡ ・クムズ氏 に売 った。 アチヤ博士 によって発見 された１１

体のパ ピルス に付属 していたのは， エマ ・ス ミヌ ・ビタモ ン ．

が署名 して， Ａ ・クムズ氏 に売 った ことを証明す る次あ よう

な手紙 で あった。

「私 たちは ４体 のエジプ ト人 の ミイラと
，その記録 を共 に

Ａ ・クムズ氏 に売 った ことを証明 します。 この ミイラは地 下

２０メ「 トルのエジプ トの地下の墓 か らパ リーの考 古家協会 に

よって入手 されて ニュー ヨークに送 られ， モルモ ンの予言者

ジ ョセブ ・ス ミスによって１８３５年 に ２４０ドルを もって買 い取

られ た もので あ ります。それ らは偶 然に一体 の ミイ ラの胸 に

記録 がおかれていたので， ス ミス氏 によ って高 く’評価 され た

ので あ ります。 ス ミス氏 によって この記録 が翻訳 され たと こ
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うか ら， これ らの ミ・イラはエジ プ トのパ ロ王家 の もので ある

こ とがわか りま した。 それ らは専 らス ミス氏 によって彼が死

ぬまで保管 され，それか ら何度 も購 入の申込 みがあったに も

かかわ らず，いつ もス ミズ氏 の母 が ことわって昨年 ５月１４日

彼女が死ぬまで続 いためであ ります。」

５月２６日 Ｌ ・Ｃ ・ビダモ ン

イ リノイ州 バ ンコック郡 エマ ・ビダモ ン

ノーブー市 ジ ョセブ ・ス ミス （エマの子供）

ミ・ｆラに関す る次 のよ うな記事が１８５６年の セン トルイス博

物館 の カタログに記 され， それか ら１８６３年の シカゴ博 物館 の

カタ ログの４２頁 に も同様 に 「ジ ョセブ ・ス ミスが死 ぬまで保

管 して いた ２体 の ミイ ラは相続者が売 り払 って しまい， それ

か らしば らくして博物館が購入 した 。」 と記 されて いる。

１８７１年 の大火で シカゴ市 はほとん ど焼 け落 ちた。．そ して，

その ミイ ラと写本 はそ の火 に焼 けて しま った と推測 されて い

た。１８５６年 と１８６３年 のカタログは，他 の二つの ミイ ラまたは

写本 につ いては何 もふれてはいなか ったが， 二つの他 の ミイ

ラと予言者が使 った残 りのパ ピルス写本 についての情報 は将

来 出て来 るか も知れ ない。

最近 アチヤ博士が発見 した コレクシ ョンは先ず１９１８年 にニ

ューヨークメ トロポ リタン博物館 において注 目を あびた。Ａ

・クムズ氏 がエマ ・ス ミス ・ビダモ ンか ら買つ た全部 は処分

しなか ったのは明 らかであ る。 とい うのは１９１８年 にニュー ヨ

ーク州 ブル ク リンのア リス ・Ｃ ・ヒューザー夫人が最近発見

されたエマ ・ス ミスの署名つ きのパ ピル スと文書の評価を受

け るため メ トロポ リタ ン博物館 に持つて来た ので ある。 ヒュ

ーザー夫人 はＡ ・クムズ氏 のハウスキーパ ーの娘であ
った。

そ してパ ピル スの コレクシ ョンは， ア リスの夫エ ドワー ド ・

ヒューザーが，１９４７年 に博物館 に売却 した時か ら，博物 館に

安置 され て来 たのである。

このよ うに して舞台 はアチヤ博士の注 目すべ き発 見に移 っ

たのである。 ジ ョセブ ・ス ミスが所有 していた ものの一部 で

あるこれ らの パピルスは今や教会の手 に戻 った。 それ らは予

言者 の簡単明瞭な話，すなわち彼 がい くつかのパ ピルスの原

本を所有 し，それを高価 な る真珠 アブ ラハムの書作成 に用て・

た とい うことの真実性をは っき りと証 明する ものである。

＊脚註

今 日あ る学者たちがチ ャン ドラーと レボ ロの関係 に疑

問を持つてい るので真 実を見 きわめよ うと探究が なされ

てい る。

叫
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管 理 監 督 ジ ョ ン ・：Ｈ ・ ヴ ァ シ デ ン バ ー グ

間を治める術について熟考したすべての人は国家の運「人

命は若人の教育にかかっていると確信するに至 った」

これは古代ギ リシャの哲学者アリス トー トルが当時教育が

占めていた重要な位置に注 目して言った言葉であります。

私たちはちょっと立止って，教育は成功の鍵であるとアリ

ス トー トルが結論 したように，歴史に影響を及ぼした偉大な

人々を顧みる必要があります。私たちは神殿の中で長老たち

と共にいた子供 の時のキ リス トを見ても，またエジプ ト人の

知恵を学んだ宮廷内のモーセにしても，あるいはガマリエル

の足下で学んだパウロを見ても教育の重要なことがはっぎり

とうなずけるのです。

今日教育のある成果が史上かつてないほどに重要視されて

きてお ります。私たちはもちろん皆さんの未来の家族の経済

的福利に備えるための教育の必要について話 して い るの で

す。

教育のこの面について，マッケイ大管長は言う そ お り ま

す。 「学生は主として経済的，または社会的に有利になるこ

とを望んで学校に入 るが， この目的は必ず しも達 成 さ れ な
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い。それは教育の最高の目的ではなく，またそうあるべきで

はない。けれども我々は生活のために教育を受ける価値を低 ー

く評価すべ きではない。経済的発展のための教育 は個人にと

っても，また国家にとっても，よい投資である。」（福音の理

想 ４２９頁）

この技術の時代において教育は殆んど就職の好機を得る前

提条件 となりました。昔はただ強い体力を必要とした仕事が

今日では機械に代わられております。

多 くの高校卒業生が，満足するような仕事にありつくには

更に加えて，職業的，専門的訓練が必要であるという厳 しい

現実に直面 しております。このような状況下に大管長会は次

のような勧告を出しております。 「教会は長い間その会員た

ち，特に青年たちに大学教育を受けるか，または実業学校で

職業を身につけるように奨励 してきた。教育，または訓練を

必要としないような仕事は年々減少 し，間もなく実際に存在

しなくなるであろう。そこで我々は，すべての若い人たちが

高校卒業後，何らかの正式な教育を受けるように強 く提案す

るものである。」

若いかたがた，皆さんはζの状態に目覚めて高校卒業後の

訓練を受けるように計画 して下さい。その利益はただ経済的

なものだけでありません。なぜなら，それか らの訓練がなく

てはあなたは世に押 し流 されてしまって，失業者となるか，

せいぜいありきたりの仕事につくぐらいのものです。新聞雑

誌連盟の財政事業欄の記者であるシルヴィア ・ポーター氏は

青年の教育の必要性について述べ，訓練を受けていない人の

結果について言ってお ります。

「諸君は，生涯を通 じて低い賃金の産業か，労資とも収入

の少ない工場で働 らくか，あるいは最も単調な仕事につき定

期的に失業者の群に入るで しょう。 これは説教ではありませ

ん。確かな現実なのです。」

なぜ職業的，専門的教育をさらに求めるのですか。その答

えは少 くとも経済的にははっきりしております。けれどもマ

ッケイ大管長が言われましたようにこれが 「教育の最高の目

的」であるはずがありません。それでは教育のより大 きな目

的は何でしょうか？ 再びマッケイ大管長の言葉を引用 しま

しょう。 「人格の形成こそ真の教育の目的である。そして科

学，歴史，文学はこの望む目的を達成するために用いる手段

にす ぎない。」 主は同様に教育の目的を予言者 ジョセブに啓

示 されました。

「またわれ汝 らに一つの誠命を与う。すなわち汝 ら互いに
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この王国の教義を教ゆべ し。汝 ら熱心に教えよ。さらばわが

恩恵は汝 らに伴い，かくして汝 らの理解する必要ある理論と

原理と，教義と福音の律法 と，神の王国に就けるすべての事

は更に完全に教え らる。また天にも地にも地の下にも関わり

あること，またすでに起 りたること，今有ること，近 く必ず

起 らんとすること，また国内に有 ること，ｒ国外にあること，

また戦争，諸国民の葛藤，地上に下る審判，而 して国々と王

国とに就ける知識などもまた然 り。これ，汝 らがわが汝 らを

召 したる天職と，わが汝 らに委任したる使命とを全力を尽 し

て遂行するために，われ再び汝らを遣わす時に汝 らすべての

事に用意あらんためな り。」（教義と聖約８８：７７－８０）

このように主の言葉により，末 日聖徒の青年にとって，歴

史，数学，英語その他を学ぶことには，それ以上に深い意味

があるのです。主は主の王国を建てるために，あなたがその

使命 と召 しを発揚するように，充分に教育を受けられること

を望んでおられるのであります。 ．、

けれどもあなたは単に知識を得 るだけでは主の御意を覚 る

ことができません。そこには更に考慮しなければならないと

ころがあります。マッケイ大管長はこの点を次のような言葉

で強調 しておられます。

「けれども知識を得ることと，これを活用することとは全

く別な問題である。知恵は正に知識の活用であり，神のよう

な高貴な人格を発展させることである。人は歴史や数学の豊

かな知識を持つことができるであろう。人は心理学，生物学

あるいは天文学の権威者になることもできるであろう。人は

また綜合及び自然科学を含めて，発見されたいか な る物 で 幽

も，すべてを知るかもしれない。けれども，もしも人がこの

知識をもって，隣人に正 しく対処 し，徳と誠実さを施 したい

と思 う気高い精神を持たなかったら，’その人は真に教育され

た人ではない。」 （福音の理想 ４４０頁）

このように教育は， もし正 しく施されるなら私たちの生活

に最 もすばらしい喜びを加える要素であります。それを得る

ことは，予言者 リーハイが言 って小 るように，人が肉体をも

って経験をつむ目的であります。アロン神権の若い方々，ま

た若い女性の皆さん， あなたがたは充分に教育を受け，知恵

を得て下さい。、、これは経済的な感 じがしますが真の教育は霊

的な要求であります。． ．

アリス トー トルの言葉を言いかえると 「神の王国の運命は

教会の若人たちの真の教育にかかっている」のであります。
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扶助協会

扶 助 協 ム
云

教 会 歴 史 に 貢 献 し た 女 性

ケ ネ ス ・Ｗ ・ガ ドフ レ ー

たちの教会は神権が中心になっていますので，多 くの良い教私

師でも末 日聖徒の歴史に影響を及ぼ している偉大な女性たち

を忘れているかもしれません。予言者たちが教会と会員たちに大き

な影響を及ぼしていることは疑いもなく真実ですが，地味で慈悲深

い母親たちが家庭を通じて豊かな影響を与えていること．も事 実 で

す。 ジョセブ・Ｆ・スミスはマリア ・フィルディングのような母親

がいなかったら使徒になり之なかったで しょうし， ヒーバー ・Ｊ・

グラントは未亡人でありなが ら家庭にあって献身的に教育 して くれ

た母親がいなかったら，予言者の召 しをまっとうしえなかったでし

ょう。

ジョセブ・スミスの母は息子の最初の示現を誰よりも先．に 信 じ

た。そのことは十四歳の少年にとって大きな慰めとなったに違いあ

りません。

教会の指導者が選ばれるとよく彼自身の大切な資格としてその指

導者の妻がどのような人であるか注目されます。ですから，古今東

西を問わず教会の教師は，偉大なモルモンの母親や妻たちが教会及

び指導者に与えた豊かな影響力を強調することが大切なのです。

多くの末 日聖徒は教会のた．めに，名声や財産や身の安全を放棄 し

てきました。大学を卒業 したオルソン ・スペンサーのｉ妻は；モルモ

ン教を公言 した時に以前の仲の良い友だち仲間から絶交 され ま し

た。両親は彼女を家か ら追出 し二度と顔を見ないと非常に辛くあた

りました。

その後１８４６年に一大決心の時が訪れたのです。末 日聖徒は立派な

家やみのり豊かな畑を捨てて不毛の荒野に新 しい家を建 て るた め

に，１６００キロの旅を開始せねばならなかったのです。スペンサー姉

妹は重い病気にかかり幌馬車のベッドに横たわりました。 シュガー

クリークにキャムプしていた雨 とみぞれの降 り続いた五日の間に，

彼女の病気は更に悪化、しました。五日目の夜に暴風雨は非常に烈 し

くなり，小さな水の流れがキャンヴァスの穴を通 じて したたり幌の

中に吹き込みましたので，やさしい友だちが彼女がぬれないように

ミルク沸 しを持 ってそれを受けとめたほどで した。 じ

翌朝ノ直ヴーから使いがキャムプのオルソン・スペンサーに手紙

を持 って来ました．スペンサー長老は妻の両親に彼女の病状を知 ら

せ回復するまで両親の許に留 らせてもらいたいと以前に書き送うて

いました。使いがたず さえて来た手紙はその答えで した。この寒い

．泥水の荒地で
，ひどい病床にあって彼の妻は両親の答えを聞いたの

でした。両親は，もし彼女がその信仰を捨てたら，帰って来るのを

歓迎 しようと言いました。もし彼女がそれを断わるなら，家に帰る

ことはできなくなります。 ．詞

スペンサー姉妹は手紙を読んでもらいなが ら一言も言いませんで

した。夫が読み終ると彼女は夫に向って，小さな弱い声で聖書をと

ってルツ記の １章１６節を読んで下さいと頼みました。彼 はそれに応

７９
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じて読みました。 「しか しルノは言った 「あなたを捨てあなたを離

れて帰ることをわた しに勧めないで ください。わたしはあなたの行

かれる所へ行き またあなたの宿られる所に宿ります。あなたの民

はわた しの民 あなたの神はわたしの神です」。」

彼が読み終った時 おだやかな微笑か 美しい妻の顔にひろがり

ました。彼女のまぶたはかたく閉ざされ やす らかな眠りにつき息

をひきとったのでした。けれども彼女の信仰はスペノサー長老を支

え くり返し語 り伝えられ この話は多くの若い末日聖徒が２０世紀

の世界にあって重大な決心をする時に役立っているのてす。

永年扶助協会々長てあったノナ ・Ｄ ハノチノク トノ ヤノグは

コリノト人への第一の手紙１３章にあるパウロの教えの完全な模範だ

と言われて来ました。彼女のほんとうにやさしいしとやかな動作の

中にも，英雄のような性格を形造っているしっかりとした強さがあ

るのてす。

ある時彼女は一人の女性が彼女をきらいだと云 っていたと聞かされ

次のよっに答兄たと言われております。 「あら 私はあの方か大好

きですわ 。」

もっ一人の勇敢なモルモノの女性は ノヨセフ ス ミスの世話を

したノェーノ ノェームスおばさんてあります。予言者の死を聞い

て彼女も死にたいと言いはりました。けれとも訪問教師は予言者が

生き続けるように望んていると話 しました。この確信を持って彼女

はノル トレーク市に旅し 教会て尊敬される女匪とな りました。実

際に教会の幹部は彼女のために赤いヒロー ト張りの特別な椅子を作

らせすべての大会で目立つ壇の上に置いたのてす。 ノェーノの予言

者に対する愛は無限て 彼女はよ く予言者のことを今まで会った中

で最上の男陸であったと述べていました。

ノル ト レー ク盆地において女性はモルモノ教徒の生活の中に常

に重大な役割を果して来たのてす。 アノノニー Ｗ アィヴィノス

の娘 レア アイウィノス カー トノは両親 と共にメキノコに住んて

いた時実際に起った話をしています。彼女か子供の頃最 も感激 した

話は一人の少女かそのナーイフレノドを裏切 って メキノコ軍の手に

渡るよりも むしろ炭の上に立 って足か黒隼けになって，そり上っ

てしまう方がましだと言 って 何一つつぶや くこともな く しっと

こら兄て立っていたということでした。

レア カー トノはまたおばのマキー ヘノトリーがクラディスお

ばが死んだ後 その幼児と四人の兄や姉たちを暖い心をもって自分

の家に迎えたことについて述べています。マキーの家族は ６人から

１１人になったのてした。それからニカ月後に彼女は険しいくぼんだ

道を通って岡の頂丑まて登りました。そこには彼女自身の幼児が小

さな白い棺に横たんられており 彼女の腕にはクラディスおばの赤

ん坊が抱かれておりました。

ノヨー ノ Ｑ キャノノの妻は 最初に生まれた息子をノオノに

埋葬するために サノフラノノスコから運んでいましたが ノル ト

レークへの途中てまだほんの幼児であった二番目の子供も失ない

二人とも盆地に運ひこまれて涙の内に葬 られたのてす。 しかし，キ

ャノノ夫人の信仰は確固として動かす その後更に子供たちに恵ま

れて立派な家庭をつくり上げたのです。

１２歳の時に広野を渡 ったエリサヘス １ パルソファーは自分の

経験を思い出して次のよっに云 っています。

「私たちはフォー ト リーウェノワースまで ミズー リ河を上って行

きそこで牛車隊に会いました。私は何日間旅を続けたか はっきり

８０

び ｝ 輔 騨画 幽 き曜 一 　『 『

「あなたを捨て あなたを離れて帰ることをわたしに勧めないて く

たさい。わたしはあなたの行かれる所へ行き，またあなたの宿られ

る所に宿ります。あなたの民はわたしの民，あなたの神はわたしの

神です 。」ル ノ記 １ １６
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伴 興 d 嘩 舜 サ o 汁 。 寸 守 ､ マ 営 ∩ θ ご ゾ つ 鐸 ◎

碑 き パ 諭 〈 へ N Ψ H ､ マ 〉 θ 雲 " 〔 鋤 ご ロ C , 〔 ワ

鈷 つ θ π 吋 ◎ C ぺ 珊 λ ぴ d C 野 い サ 。

吋 き 吋 き 伴 〉 ' 痔 誉 協 廿 ロ さ O , 〔 〈 ㊥ 置 ● 鈴

ペ 一 奪 角 ∩ G 営 嚇 睡 猷 誘 ｣ ぺ 瞭 詩 。 τ i 4

興 C 聾 ① 〈 θ 酷 ℃ 趣 き 鍔 誘 箇 G 叫 晩 ぺ 諭 ハ

θ 磁 G ･ 伴 昌 ｣ ぺ 細 ぺ ぐ ノ 詩 。 露 算 Ψ 鳶 ､ マ ㊦

ワ ㊧ 勲 膳 哲 o ^ つ 詩 。 『 i 4 箕 小 臼 〉 諭 o

ぺ 隔 臼 o 小 O 伴 " 守 ､ マ 膳 唱 q 座 C 壮 潟 【 礫 聾

圧 小 ゆ 伴 C ぺ つ 詩 。 耳 き 傷 ひ 小 雪 ㌶ へ × 繍

H セ 〉 詩 ぴ θ 館 ハ 耐 互 伴 』 刈 識 θ 耐 〉 識 曽 詰

聾 鳶 ① 舜 サ o 捧 ㊦ d 匂 伴 ､ 〔 ひ 酵 叫 サ C ワ 臼

伴 請 さ サ ･ 詩 。 τ 1 4 興 〉 々 θ 職 誘 ウ 肪 〈

舜 ㊥ 蝿 d お ･ ペ ワ 小 ぐ ノ d サ 蝉 聾 C 葎 。

叫 ㊥ 伴 ー 助 ㊦ H 鳩 M 。 7 > ㊦ 調 田 誘 τ i 4

θ ぴ 野 O 傷 晋 竃 昌 ぴ 軌 飾 誘 o 詩 。

( 卜。 b。 )

λ 醜 1 θ 1 1 0

θ 説 く O 慈

ロ へ N ･ M Y ･ 忌 へ こ 司 > N

完 七 i 誘 皿 蒔 飾 貼 C 詩 黒 a 舜 曲 田 弦 舟 暢

C 〈 ご レ 誘 昏 つ ^ ワ 嚇 C 汁 D 充 七 レ ㌶ え く て

こ レ ① 陛 q 説 脂 ^ 樋 く 軌 ハ 磁 曝 野 ◎ 伴 C 鮎 C

汁 。 ♪ 田 箕 λ セ ー a 伴 ･ ぺ 伴 く 蕩 o ㊦ 曲 d

C 詩 。 λ 玉 i 算 読 珍 ㈱ 》 伴 つ o C L び 前

軸 肪 き ㊦ 詩 》 G 野 ◎ □ θ 読 く G 誉 盛 サ ワ

芦 嚇 ぴ a 諭 く 臼 虻 ∩ 舜 6 ぺ ぐ ノ 鮎 C 汁 D 銘

{ i 算 画 昌 ソ 野 ワ び ㊦ 曝 サ 読 ◎ 俸 臣 嗣 □ θ 〈

ぴ ㊦ 膳 認 o ぺ つ 蛾 C 汁
。 小 θ 田 誘 伴 ◎ 伴 か

杏 o ぺ 瞭 ぺ 叫 ひ 鍔 〈 荘 サ q 野 ◎ 俸 C ぺ つ ぴ

θ d 叫 D

λ { i 算 ∩ o 小 G 陛 助 ヨ a > ･ ぺ 読 如 暁

》 ㊦ ◎ C ぴ 置 C ㊦ q 肝 G 嚇 C 詩 Q 小 C ぺ 認

ψ d 蒔 9 び 曼 ぺ 游 如 暁 》 ㊦ 臼 C a 滝 躁 o 脂

嚇 C 詩 。

｢ 猷 ρ q ｣ 〈 O C 詩 ぽ

。 L 読 如 伽 き 算 軌 G

ご レ 渉 ･ ぺ 竃 食 〔 ∩ 虻 卿 姉 湘 ψ ｢ 飾 猷

讐 説 サ

ユ 鳶 肪 ぐ ノ ℃ 曲 α 箕 き θ 野 い ぐ さ 協 d 瞭 嚇 C 汁

野 ｣ 伴 ぐ ノ つ 嚇 C 詩 。

｢ 前 珍 肋 き 興 習 ♪ 識 〈 野 ◎ ρ さ 協 d 悌 詩 》 C

① D ｣ 〉 四 十 ､ i 胃 詩 曉 訪 蛛 C 汁 '

｢ . 詠 詠

℃ 説 珍 瞬 き 興 猷 銚 詩 S 曲 賎 ㌶ き θ 叫

酵 叫 d 鼠 d 興 汁 ① ワ ペ つ ① o C う 邸 θ 野

。

猷 鈷 汁 詩 ぴ 目 》 箕 ♪ 曲 画 》 伴 く 蕩 o 鍔 読 扉

珊 鋤 猷 ㊥ θ 噂 自 流 サ 鉢 つ C 卜 賎 伴 営 猷 ぴ

野 ◎ 訪 。 ｣ 前 曲 卿 き 誘 ワ ぐ ノ 辮 C 詩
。

λ 七 ! 興 鼻 姉 滴 》 叫 C 詩 。 ｢ 小 ゆ 野 糟 興

き 伴 胃 伴 く 蕩 ○ 鍔 6 伴 升 圃 小 C d ℃ q 勢 O

鋳 θ 。 L

｢ 朕 ① 小 9 ひ ゆ 鳴 サ 賛 つ ず

D ｣ 小 ψ ぐ ノ つ

鈷 誘 ① 計 韓 肪 》 箕 む ① つ 蝶 C 詩

。

λ 七 - 誘 油 浅 ^ つ ぴ . 囲

聰 計 鞠 肪 》 興 ワ 小

誘 C 〈 読 自 膳 猷 ① ｣ ぺ つ 叫 C 詩

。 陣 え 前 費

o 汁 餌 噛 前 疎 飾 》 興 λ セ ー a つ つ 叫 C 詩 。

｢ 前 目 磁 勢 鋳 餅 ① ･ 汁 サ ρ 蟄 誘 読 ♪ 昏 蒔

小 ◎ G 叫 ㊥ 囲 竃 軌 つ ^ ぴ 野 " 議 つ ' ｣

｢ d 晩 前 沁 肪 》 誘 鵡 ･ 凡 ぐ ノ . ① o C う ぴ さ d

叫 ひ θ ℃ ♪ 前 自 軌 脚 C 葎 く 鍔 ヲ 昔 D ｣

λ 七 1 箕 O 暢 脅 脚 舛 C 詩
。

｢ 猷 9 嘲 き d 前 鼎 疎 つ C ベ ハ き 邸 伴 細

o

汁 θ 竃 ℃ 小 》 爵 置 畑 ワ 臼 伴 誉 ご レ ① 鳶 ρ ノ ず

圃

小 き 胃 読 沁 ㈱ き 算 鵡 O 臼 伴 膳 画 び 独 a C バ

誘 ① き 購 ワ き " 読 鴎 伽 》 筒 興

糟 猷 鍔 詩 誉 協 野

◎ ワ d 脈 ぴ 蛛 d 噛 単 R 詩 く 肪 》 ㊦ 計 津 蝸 誘

断 α θ 擬 。 ｣

｢ 猷 ρ G で ワ ワ ず Q ｣ ん 七 i 興 □ 膳 伴 管

① C ぺ 計 自 膳 軌 脚 舜 G さ 蝶 C 詩 D λ セ ー 算

説 鞄 瞬 》 管 妙 つ d C 》 C o 竃 鋤 o d
､ 小 ψ

G 瞭 膳 ご ソ q 鈷 誘 ① 蝉 ワ 舜 G さ び ㊦ 蒔 認 瞭 鮎

C 汁 。 説 庫 暁 き 誘 小 》 鍔 " 〔 凝 C 小 い π 轡 ①

ワ ペ つ ぴ θ " ひ 》 C 残 》 G ㊦ 計 目 曝 軌 く S

a 軌 く 鈴 詩 皿 ゆ 蒔 舜 蝶 サ C 〈 鯛 ワ 叫 C 詩

。

｢ ひ ゆ ∩ 鈴 サ ① 計 自 θ ∩ 伴 d 暢 σ 暢 o C ノ ず

鈷 ぐ ノ 野 ◎ a C 叫 C 野 ◎

。 ｣ 伴 銘 セ i 興 姻 つ

叫 C 詩 。

醗 び 釘 く 読 珍 佛 》 興 鑑 { 1 膳 皿 騨 畑 竃 θ

咋 ぺ 埴 叫 ぴ π 狂 サ 茸 貼 C 詩

。 λ 七 - 舜 計 珍

暁 》 竃 つ ぐ ノ 舛 C 詩 。 ｢ き 汁 ｢ 断 叫 G 前 紗

誘 鍔 ワ 》 凌 蝉 吋 苛 卑 晒 》 竃 自 サ ぐ ノ ワ ひ 蒔 ㊦

踊 ･ ぺ 猷 罵 詩 つ θ 。 口 洲 田 俸 》 C 踏 ｣ ^ つ

㊥ き 滝 耳 吋 ∩ き 瀧 q d 自 サ 賑 つ ひ θ ご 協 サ 酋

ぴ サ C ① 柏 L

前 沁 肪 き 箕 ぴ 野 ｣ 伴 鵡 鴻 嚇 C 汁 。 ｢ 小 9 ､

滝 謎 鴇 つ ひ つ ぴ 鍔 ひ ㊦ 誘 朕 邸 鮮 噌 ひ C 読 紗

誘 汁 G 鈷 3 鍔 ① 読 沁 価 き 舜 咄 さ d 浬 q ^ 断

q ㊥ 野 。 ｣

｢ 説 沁 肪 》 誘 唱 ｣ 滝 鴻 ぴ θ 興 ず サ ･ バ ぐ ノ 劔

( 一 ¢ )



き 。 d び き 詩 C 箕 皿 ゆ d 踊 ･ d 猷 q 詩 ワ

S
。 小 盤 a 趣 鍔 興 ① ･ , 〔 ひ ① ◎ 伴 鴇 き 詩 C

㊦ 計 ハ O か ㊦ ① C 〈 鈷 ハ 鍔 ぴ d C 野 ◎ 。 L

鑑 七 - 鼻 臼 汁 詠 貼 C 汁 。

｢ 小 鈴 興 鐸 》 伴 ◎ 歳 む

℃ 叫 朕 計 酪 π 傷 き 鈷

ヴ θ 誘 猷 か サ 画 ぺ 》 肝 ◎ 卜 D ｣

銘 七 - 誘 醍 θ 丑 蒔 即 ㌶ σ さ び 伴 ' 野 つ 書

誘 詩 く 暁 き 猷 G 帖 C 汁 ご 酒 轟 伴 き 吋 S 書 誘

鑑 七 i θ 溢 ･ ぺ つ 劔 計 降 野 G ひ 訟 ワ 詰 歳 き

d C 詩 。 九 十 . 1 興 読 姻 瞬 き 竃 皿 ｣ ぺ を G 詩

ぐ ノ 野 ゆ 鈷 び ㊦ 舜 画 ひ 細 O ご ソ ① 鍔 ぐ ノ ㊦ d 興 贈

つ サ 伴 鯛 ぐ ･ 昇 G さ 詩 雌 鴇 伴 ･ 喋 》 計 卑 暁 き

誘 蘇 C 誘 ｣ ^ 7 詩 書 竃 皿 誘 伴 鮎 G 鮎 C 詩 。

鐸 》 θ 口 噛 国 田 啓 九 釜 ､ 1 曇 銚 抽 筋 さ 請 軌 嘩

き 嘩 姉 C 誘 o ^ ぐ ･ 詩 θ 心 瑠 つ ^ ワ 汁 O d

叫 。
｢ 鐘 1 ① ､ 請 珍 飾 き 糟 臼 θ 卿 き . つ 鍔 酬 ゾ 瞭 》

蒔 遡 ぺ ＼ 前 如 肪 》 営 ぴ 界 い 吋 蘇 C 誘 o ぺ

つ 詩 θ 野 。 ｣

｢ 小 き 興 ワ ワ 拙 渉 凌

。 小 き 鍔 ① 国 O 期 ･

ぺ ひ 叫 澆 小 ㊦ h a d 耳 ㊥ 尋 1 τ び サ 陣 ぴ

む Q ｣
λ 七 i ㊦ 捌 π 断 ぴ 拙 凶 豆 ◎ 誉 ソ q 嚇 C 汁 。

｢ 昔 詩 C 興 軌 晩 き 曝 サ 9 , さ
。 凌 蝉 吋 ご ー τ

興 ぐ ノ ① 贈 ぐ ノ き 。 詩 C 箕 前 曲 " 噛 》 θ 詩 魯 竃 伴

く λ o 釘 妊 i τ 嘩 o 〈 ･ ぺ 猷 q 酬 き 澆 伊

θ 。 昔 汁 C 鋤 前 如 伽 き 竃 猷 亜 野 い 伴 C d つ

劔 読 く O び ㊦ 鼻 臼 き 識 α d 興 銚 ワ θ 野 。 ｣

読 珍 暁 》 舜 軌 C 磯 卵 ψ 鈷 懸 膳 C d

｢ 小 き 興 吋 ◎ つ ◎ 臼 伴 鋳 θ 噂 ｣

亮 畿 1 算 銚 珍 傍 き a ゆ ぴ 猷 q 舛 C 汁

。 銚

鴎 碗 》 興 小 き 箕 叫 残 ① C ぐ ノ 澱 渉 滝 伴 鯛 ぐ ノ 軸

C 汁 。
野 く 曲 銘 七 - 舜 i o θ u d 》 膳 准 ｣ ぺ 曲

個 碑 》 竃 楽 鮎 C 汁 。 蓋 砦 . ー 算 鎗 説 山 田 蒔 9 ぴ

聾 ぺ 前 鞠 碗 き 竃 ｢ 前 汁 き G 野 ◎ q 前 魯 d 伴

9 1 ｣ 陛 ワ ･ ^ 凌 脚 O 晩 ｢ 臼 き 前 曲 筋 き π

鉄 ｣ 伴 前 く G ぴ θ 磁 魯 詩 C 叫 C 詩 。

前 碑 吸 》 曲 o o ψ 膳 猷 奪 か 伴 国 啓 ㊦ 嘩 き

ワ 鈷 軌 仰 き 豆 圧 ぺ 晩 嚇 C 汁 コ 帖 猷 禰 臼 盤 ぴ

界 ψ 聾 弥 C ご ソ ･ 汁 θ 魯 L 前 卑 噛 》 舜 ξ 1 て

盛 碧 旨 聾 d 九 七 i θ 図 受 膏 1 陥 蒔 灘 》 弗 営

①
｢ 叫 猷

導 臼 き ひ ぴ 野 い 街 前 坤 暁 》 誘 邸 C 誉 レ

･ 詩 ひ ㊦ 野 ｣ 伴 ぐ ノ つ 嚇 C 詩 Q

銚 軸 肪 》 誘 灘 き 歳 ξ i ズ θ 旨 竃 ∩ ψ 酬 ワ

ペ 猷 G 嚇 C 詩 Q

前 軸 瞬 》 詩 》 G 野 ゆ q 銚 勝 d 伴 ◎

ず 詩 C 興 野 が 臼 き d 読 白 [ 軌 瞭 嘩 叫 劔 前 昏

く 小 く 嘩 C 鮎 叫
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島 十 . i 野 O

( 卜。 O )

計 C ① 偉

臼 θ 臼 吋 ひ ㊦ λ i 竃 箕 材 サ ① 置 瞭 侮

･ ^ 卜⊃ O a 前 G 博 え o 爵 昼 π 叫 び 臼

伴 管 d 瞭 婚 叫 D

こ 。 血 - 叩 サ ① H 岳 醗 伴 ゆ C , 〔 九 ー 叱 請

6 蝉 ① き ペ ワ 叫 叫 ㊦ d 埴 爾 血 算 曉 C

べ 鮎 伴 さ ℃ 匿 曲 冒 一 瞬 O ㊦ 材 a C 叫

C 貨 か 。

ぐ

八 × " B ㌔ マ θ 9 岳 7 i 4

こ i " ＼ τ ･ O ･ ､ ､ こ く M ヘ マ

( H 矯 純 7 営 0ー へ × " H ㌧ ▽ Σ 営 田 圧

C 汁 餌 S 猷 ぴ 黛 紺 [ 臼 O つ ぺ θ 書 甜 )

て 1 4 箕 ウ 三 ㊦ 亦 舞 竃 夢 暁 鳶 詩 艘 》 膳 C

^ ℃ 藏 ㊦ 湘 碗 π 副 詠 舜 誘 雪 賜 ぴ 蒐 び θ 魏 譜

細 π q 卿 野 体 ^ ψ 曉 ハ 蛛 ｣ ぺ ぐ ノ 葎 。

猷 詩 O ㌶ 副 ぐ ノ 幽 θ C 聾 》 竃 サ ∩ 蛤 き ぺ 磯

鳴 G サ 詠 G 顯 詩 瀧 融 ㊦ 蔦 脚 洲 誘 醗 詠 d 〈 び

滝 q 滝 ｣ 汁 。

9 岳 ㌶ 詩 曝 》 ㊦ 小 聾 d C サ 呂 ･ O ① 膳 C

^ ぐ ノ 汁 。 小 θ 細 竃 愈 弼 蒔 颯 9 q 伴 G 苅 ｣

ぴ θ 飾 9 C 瞬 容 詩 画 ① き 鍔 ワ 野 ◎ 流 o 汁 。

鳶 算 へ N 寸 H ､ マ θ 湘 誘 B ℃ 刈 。 7 ㊦ 凄 サ ① π

篤 識 叫 田 訪 肖 曉 ワ ベ 睡 汁 臼 伴 噌 省 ･ ぺ ぐ ノ

詩 。 卵 き 興 圃 暢 え 瞭 臼 伴 d 舜 猷 ･ 詩 誘 ･ τ

》 o 詩 。 鳶 ㊦ 導 堕 寸 守 ｣ マ 興 - 薗 醗 魯 竃 洲 卦

伴 C ぺ ㍊ 岱 き ㊥ 汁 さ π B 鴇 M 。 7 > ㊦ 鄭 細 竃

臨 き ぺ 諭 サ き ぺ C 蛛 ぐ ! 冗 i 刈 舜 φ ℃ 挙 鈷

C 申 言 鍔 o ぺ C 蛛 o 詩 。 鳶 算 び ◎ 口 細 伴 購

卦 } £ 聾 距 神 鈷 ワ 伽 鯛 o ぺ つ 詩 。

冴 醗 昇 漁 〈 詳 》 ℃ 矯 脅 ψ 営 噂 叫 ･ ^ 晩 ､ ､

詩 。 叫 び 俸 ≡ 司 θ 耐 サ ① 暑 呪 き 膳 軌 噂 略 誉 協 蚕

麗 詠 ぺ 瞭 汁 。 融 滝 が ψ 噌 義 × W ヒ マ 〉 歳 ､､ ､凸ハ

" ゆ サ 。 H 曳 M 。 7 》 蹴 ぴ ウ サ 。 鳶 興 涛 θ 小

遅 . 激 い 財 幅 熔 翫 獣 ド 劃 鷲

竃 昌 償 軌 瞬 誘 ･ 詩 。

｢ 自 澆
。 α き 鍔 ヨ 芦 前 曲 興 へ × Ψ H ｣ マ ､

〉 サ む 噌 L ｢ 小 ◎ d 叫 ｣ 藩 興 舞 臼 G 膳 ひ ｣ ,
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ＭＩＡにお ける成長の１０年

年少女 たちは，誰で あろうとまた どこに住 んでいよ う少

と，１２歳 になると大人の仲間入 りを し始 め る。 それで

彼 らはこの年齢か らＭ ＩＡに も入 って来 るのである。

そこで少年少女た ちは，教 師や指導者 の指導 を受 け， 日常

生活 にあって，次第 に個人の証詞を強 め，才能 を伸 ばす ので

ある。Ｍ ＩＡ はそ の若い仲間の一人一人に， この訓練 をす る

よ うに特 に注意を払 ってい るので ある。 これ こそ，福音 の偉

大な祝福の一つであ る。

リグラ ンド ・リチ ャーズ長老 はか って次 のよ うに述べ た。

「多 くの ものが
， 自分 自身 の両親 によって，末 日聖徒 イエス

キ リヌ ト教 会に加入 した とい うだけの理 由で， 自分 の家か ら

追い出されている。 サ タンが自分 の目的を達成す るため に，

また主 のみわざを破壊す るた めに， どのように人 々の心の中

に働 きかけているか とい うことを理解せず には， このよ うな

迫害 の原因 を知 ることはで きない。両 親 とい うものは絞首台

までさえ子供 たちの後を追いかけ るに もかかわ らず，子供 た

ちが真理を受 け入れ ようとす るときには，彼 らに背 を向ける

のである。」 （奇 しきみわ ざ ３５６頁）

同 じ書 （３５０頁）の中で， リチ ャーズ長老 は Ｊ ・オーバル ・

エル スワース哲学博 士の 「他 の人 々はモル モ ンを ど う思 って

い るか」 と題 した記 事を引用 して いる。

「私 が見て きたか ぎりでは
， モル モ ンの一人一人 の行 いの

も

程度というものが， この国の他のどの地方の人々よりもまさ
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ってい るといえる。私 はただ ただ，讃嘆の念を持 って， 自分

たちの子女 を，尊敬すべ き勤勉な大人 に育 てあげてい るモル

モンの努力 について話す ことがで きるだ けであ る。」

Ｍ ＩＡの目的 は，両親がそ の子供た ちを勤勉 な，尊敬 すべ

き大人 になるよ うに教え る手助けをす ることであ る。 この目

的達成 のために，Ｍ ＩＡ の少女た ちは， ビーハイ ヴ （１２歳 と

１３歳）， マー メイ ド （１４歳 と１５歳）， ローレル （１６歳 と１７歳）

の クラスで各 ２年間 とグ リーナー クラス （１８歳以上） の ３年

間あるいはそれ以上を修了 して，成長 の１０年間を過 ごす ので

ある。

少年 たちはＭ ＩＡ の ４つ のコー スで１０年 以上を過 す。す な

わちボーイスカウ ト （１２歳 と１３歳 ）， エ クスプロー リング（１４

歳 と１５歳）， エ ンサイ ン （１６歳 と１７歳），Ｍ メン （１８歳以上）

のコースで ある。Ｍ ＩＡ のクラス （ミューチ ャルス タデ ィ）

は若 い結婚 した夫妻 にも，また特 別な興味 を持 って引続 き学

ぼ うとす る年長 の会員た ちに も及 んでい る。

Ｍ ＩＡの機会は，教会 員であろ うとなかろ うと，すべての

元気な若人た ちに開放 されてお り，会員 ばか りで な く非教会

員 もクラス活動 に参 加 し， すべての年齢層 の業績達成 と授賞

計画 に参加で きるのであ る。 たいていの場合，達成計画 の要

求事項 は同 じで あるが， あ る事項 が非教会員 の信条を犯す も

のと，Ｍ ＩＡ役 員が感 ず るところでは，そ の人 のた めにな る

別 の要 求事項が とって代 ることもある。

Ｍ ＩＡの クラス活 動 と交 わ りは，第一・に一人一 人 の 精 神

的，霊 的成 長のための ものである。 これか らの記事 はＭ ＩＡ

の活動面 と各人 の才能 を伸 ばす ための機会 につ いて特 に述べ

る。

少女 のために

Ｍ ＩＡ におけるすべて の年齢層 に個 人の業績達成 と授賞計

画 があ り， その中で少女 は年間を通 じて要求事項 を充 た して

オーナービー， マー ジ ョイ， ロー レッ ト， 又はゴール デ ング

リーナーの栄冠を得 ることができ る。 これ らの要求事項 のほ

ん の少 しを読 んだだけで も少女 の霊的及 び肉体的成長を知 る

ことがで きる。 すべ ての要求事項 につ いて は，Ｍ ＩＡの各年

齢層の教 師か ら知 らされ る。

ビーハィ ヴガール ズはセル （蜂 の巣 の穴）を充 たす ことに

よ って， ワー カー ビー とオーナービーを授賞で きる。

セルの数 は ９つ の範囲 に分 け られ る。

〔１）個入 の祈 りを忘れ ない信仰を持つ こと。 （２）Ｍ ＩＡの読書課
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一

程 （１９６７～１９６８年）で あるこの雑誌 （聖徒 の道） を読 み，知 ．

識 を求 める。（３）クリスマスの贈物 をつ くり， それ をあげる こ

とによって人 を喜 ばす。四教義 と聖 約８９章 （知恵 の言葉） を

理解 す ることによって健康を守 る。 〔５）女性 らしく，つ ？ま し

い服装 とふ るまいとによって女 性た ることを尊重 す る。〔６）３０

分早起 きして，一つ の才能をみが き，価 値の ある 働 き を す

る。 （７）小 さな子供 たちの世話を し，楽 しませ るな ど，特 に何

かを してあげる ことによ り奉仕 の喜 びを味わ う。 （８虞 理 を愛
《１ ．

す ること。 （９腱 設的 な批評を感謝 して受 けることを学 び，喜

びを感 ずる。

マージ ョイを受 けたいと思 うマーメイ ドは，五つの推薦 さ

れた聖句 を暗記す る。 また最初 の年 に 「真理 の宝」の第二 章

までを勉強 し，後 の章 を ２年 目に行 う。選抜 された読書 の リ

ス トか ら一冊 の書物を読む かあるいは本誌 （聖徒の道 ）の若

人のページを ６冊読む。 自分 の部屋 の世話をす る個人的計画

をたて る。 （寝床 をつ くる，衣類を整理す る，部 屋を きちん

と清潔にす る， 自分 の もののアイ ロンをか けるな ど） ばらの

象徴 を暗記 して，実生活 に応用す る。

ロー レッ トの授賞 を しよ うとす る ロー レル の少女 は各 ４半

期 に実行す る二つの真珠 を選んでそれ らを実行す ること。そ

れ らは（１｝すべての割当て と責任 を喜 んで受 ける美 の真珠。②

時 の出来事 と聖句を読 む知恵 の真珠。（３海 日誰か によいこと

をす る愛の真珠。

ここに挙 げた ものは各分野 の各々「１２の中か ら選 び出．した ほ

んの一例 にす ぎない。

Ｍ メ ンとグ リーナーがマス ターＭ メ ンにな り， あるいはゴ

ーデ ング リーナーにな るには
， 立派 な生活 を し誠命 を守 るな

どに加 えて，次 のような規定の諸活 動を達成 しなけれ ばな ら

ない。（１）一年間教会の何 らかの組織 の教 師 として霊的 に生活

す る。（２）ワー・ド部 （支部）や ステーキ部 （地方部） のご つ の

レクリエーシ ョン活動の実行会長 とな る。 （３圧 式 の討論会 で ・

クラスを代表 して教え る。（４＞ドレス，スー ツ， 召一 トの うち

どれか一つ を含む衣類 ３点を創造的に作 る。 これ らもまた授

賞候補者 がな しとげなけれ ばな らない４０以上 の活 動の中のほ

んの数例 に過 ぎないので ある。

青少年 のために

すべての少年 は教師 の指示 と親 の励 ま しを受 けて，、Ｍ ＩＡ

プ ログラム内のボーイス カウ ト， エ クスプ 戸ニラー，エ ンサ

ィ ン又 は，Ｍ メンの毎月， 毎週 （ｐ行事 に参加す ることにより
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神権者としての男らしさを発揚 し成長することができる。

ボーイスカウ トは進級す ると，二級スカウ ト，スタースカ

ウ ト，イーグルスカウ トになることができる。

ボーイスカウ トは万国のボーイスカウ トによって定められ

た要求事項に従うのである。 これらの要求事項は，地方の教

会の権威者あるいは社会の指導者が持っている手引きで，学

ぶことができ，少年に自ら社会的，霊的，道徳的，知的成長

をもたらす機会を与える。

「神への務あ」の賞は自分自身に，家族に，また天父に，

．・４年間の奉仕を完了 した若人に授与され る
。その人はこの要

求事項をみたすために１２歳から始められ１９歳で完了 しなけれ

ばならない。 「神への務あ」の賞は資格のある末 日聖徒の若

入に，スカウ ト誓約の最初の義務 「名誉にかけて，私は神の

務めに最善を尽 します」を守って 「神への務め」をなした証

拠 として与えられ るのである。授賞計画の要求事項は青少年

のためにアロン神権，日曜学校及びＹＭＭ ＩＡプログラムの

標準 と理想に焦点を合わせている。その他に，少年はア貢ン

神権業績証明書を受けなければならない。それには日曜学校

に少くとも７５％出席 し，毎週のＹＭＭ ＩＡに少 くと．も７５％出

席 し，アメリカ合衆国のボーイスカウ トあるいは，エクスプ

ローラーに正式に登録されているか，合衆国以外の場合は彼

が住んでいる国の適当するＭ ＩＡ年齢，グループに登録 され

ていることが必要である。

Ｍ ＩＡの指導者たちは主の霊感の下に神権者によって召さ

れ，たえざる霊的導きを求める。Ｍ ＩＡの指導者はレッスン

と業績達成の各コニスのあらましを研究 し，福音の固い証詞

のもとに模範をもって導 くのである。毎週Ｍ ＩＡ指導者の配

慮の下にある時，若い人たちは，外界の悪い影響か ら守 られ

ているのである。若人は多くを学び完成 し，人類のために貢

献 しなければならないものを持 っている人々である。若入は

その心と肉体を清 く保ち，未来の指導者 となるのである。

Ｍ ＩＡは，若人が教会や社会や国家において，特に自らの

家庭において，その子孫の教育 と保護のために，指導者とし

て召されるに適わ しい者となるように助けを与える責任を受

けている。今やほとんど全世界にＭ ＩＡがあり，そこで５０万

の若人がたえざる指示と霊感を受けつつ，喜びをもってそれ

に従っているのである。

もしも今日まだＭ ＩＡが存在 していない所があるなら組織

す ることができる。詳 しくはＭ ＩＡ本部まで。
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この世の申で愛の精神を分ちあい犠牲しあうほど家庭を

親密に結合するものはな く，霊的経験ほどその愛をは ぐ

くむものはない。その霊的経験となったのは

’

わが家 の 出来 事
ロザ リ ン ド ・フ ァ ン ズ ワー ス

は若い頃のことを懐 しく思い出しております。物質的
私
にはさほど恵まれませんで したが，愛と霊的な祝福に

満ちた素晴 らしい家庭に育ちま した。最 もよく思い出される

ことは家庭 と共に教会活動に参加したことです。両親は必 ら

ず私たちを連れて，家族そろって教会へ行 きました。私は，

父や母が教会にい癒かった日曜 日など思い出すことができま

せん。私たちは家庭の夕べ と家族の祈 りをし，毎 日夕 食前

に，標準聖典の中から一章ずつ読みま した。 これらを通 じて

私たち家族は親密になり，聖句をよりよく理解するようにな

りました。貧 しい大家族で したので多くのものを分かちあわ

ねばなりませんので した。時には，何 もないこともありまし

たが，このことはかえって，私たちがお互いに感謝 しあう愛
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を深めたのです。

教会活動のお蔭で私は生涯でとても貴重な経験 を し ま し

た。それは伝道する宣教師を支える経済的責任を分担すると
ら　

いうことでした。私はこの話を家族への捧げ物 どして，また

私たちの霊的経験により得た喜びを，皆 さんにお伝えしたい

と思いお話 し致 します。、

私は９人の子供の長男である兄に特に親密感を持っていま

したので，その兄が南部極東伝道部へ伝道のために出発 した

時，とても耐えられない思いで した。

兄は弟や妹にすばらしい模範を示 してくれました。私の知

っている中で兄は最 もすばらしい人であるといつ も思ってお

り，私たちは兄が大好 きで した。

高校を卒業 してから，私は大学へ行けるだけのお金を貯め

るためにある町へ働 きに行 きました。私は兄のことを思い続

け心か ら愛しておりました。やがて私は愛を示す実際的な方

法があることに気がつき，兄の伝道期間中に経済的援助をす

ることができたのです。私はその秋に大学へ入るつもりで し

たが，実際にどうすべきかよく考え，祈 りました。

私がこの決心を しようとしていたある日曜 日のこと，ステ

ーキ部大会に出席 して，Ｓ．デ ィルワース ・ヤング長老 （現

七十人最高評議員会々員）’のお話を うかがいました。ヤング

長老は 「両親や兄弟，姉妹が必要な時に，助けを与えるのは ．

我々の義務である」 と語 りました６私はこの話により確かな

回答を得たように感 じ，父に自分の望んでいることを告げた

のです。父は私に重荷を負わせたが らず，それは自分たちが

できるし，また父の責任であるとはっきり言って，私に学業

を続けるように望みました。私は，主が私に助けるように望

んでおられる気がするし，ぜひそうしたいと説明 して，つい

に父も同意 し，兄の一年間の伝道費用を ささえる一人 となっ

たのです。主１ま私を豊かに祝福され，兄の経済的支援ができ

た上に，翌年大学に入るための多額のお金を貯えるこ．とがで

きました。

この経験に次いで子供たちはそれぞれ他の者が伝道 に出た

時に大きな助けをしたのです。兄が帰って来て，今度は私が

伝道に出る年齢になった時，私の伝道費用をどのようにまか

なうかを決める家族会議が開かれました。おじさんとおばさ

８８

んの寄付を含めて，兄 と妹が私を助けて くれることになり，

汗水流 して働いて得たお金が， 伝道中の私に送 られ て き た

時，家族に対す る私の愛 と感謝の念はますます強 くなってい

きました。兄は大学に通いなが ら私を助け，妹は働 きながら

同時にステーキ部宣教師をも勤めていたのです。次の弟と妹

はあいついで伝道に出かけ，二人はニヵ月をおいて出発 しま

した。

妹の送別会の後に，我が家の状態を良 く知っているある会

員が父にたずねました。 「ファンズワース兄弟，あなたはど

うして二人のお子さんを同時に伝道に出せるのですか。」 父

は答えました 「我が家には５７頭の子牛がいます。 この５７頭全

部 とその他私たちの持っているすべてを犠牲にしてもそれを

なしとげます。」

私の母が同様の質問を受けた時に，こう言いました。 「私

たちは一日，一週，一ヵ月を大切に過 していきます。そ して

信仰をもって一生懸命働いてそれをや りとげるの で す。」両

親の偉大な信仰 と進んで主に仕えようとする気持に何度か心

暖められたことでしょう。これは私たち子供にとって， とて

も貴重な訓練 となり’ました。

最近私が家に帰った時，１０歳の弟が走って来て新 しい腕時

計を見せました。

それは特 に驚くほどのことではないのですが，その弟にと

っては，世界を我が物にでもしたかのように感 じていたので

す。後に弟がどこでそのお金を得たか，私は母にたずねまし

た。そ して弟は田舎の兄の牧場で，牧草束ねを手伝って，そ

の時計を買いま したが，働いたほとんどのお金を宣教師たち

に送ったことを知 らされま した。私はこの小さな弟が，戸外

の友のもとへ， うれ しそうにかけ出して行 く姿を，涙をうる

ませながら見送 りました。私はその時，物質的に恵まれるこ

とだけが，喜びをもたらす ものではないことを知りました。

私はよく私の兄弟姉妹のような子供を育て，父や母のような

模範的な親になりたいと祈ったもので した。現在私の家族は

三人の子供を宣教師 として伝道に出してお ります。 この世の

中で家庭内の愛ほど家族を親密にさせるものはなく，霊的経

験を共にすることほどその愛をは ぐくむものはありません。



「家 族
の き ず な

年私たちは教会の会員たちに神殿の仕事における神聖昨

な責任について指摘 してきました。私たちはすべての

末日聖徒の心にモロナイにより予言者ジョセブ ・スミスに宣

言された教義 「父の心をその子供たちに向けさせ，子供たち

の心をその父に向けさせ，のろいをもってこの国を撃つこの

ないようにする」ことの必要をうったえようとしてきました。

今月から私たちは神権指導者， クラスの教師，すべての教

会員に，私たちの家庭，都市，国々，及びソル ト・レーク市

の系図１協会で得られる系図資料の用い方をお伝えする予定で

す。

教会員にとって，系図探求の目的は，私たちの先祖が誰で 馳

あるか，その相互関係，各自の家族などを知 って先祖が天父

の日の光栄の王国に昇栄できるように，先祖の身分を充分に

証明し，主の神殿内で代理の儀式を執行することで あ りま

す。系図の記録を手に入れることは，探求の最終 目的ではな

く，聖なる目的達成の手だてとなるものであります。

すなわち，記入された一枚の系図そのものは，主が神聖に

記録された死者の記録 と言われている記録ではなくて，神殿

の中で執行された儀式の記録が死者の真の記録となるのであ

ります。そこで私たちは作成す る記録をできるだけ正確に し

て神殿の儀式を正 しい価値あるものとすることがいかに大切

であるかを知 ることができるのです。もしも儀式が正 しくな

いなら主はその儀式に承認の印をおされるはずは あ りま せ

ん。

この準備の作業，いわゆ為 「系図探求」の助けとなるもの

として 「ペディグリーチャー ト」 （系図表） と呼ばれる大切

なシー トがあります。このシー トは私たちがどの先祖か ら来

たかその経路を示す道路地図のようなものであります。誰で

もまだ行ったことのない所へ自動車旅行をしようとする時は

道路地図を手に入れて，その目的地へ達する途中で通過する

町や，まが り角などを知ろうとするでしょう。そうすること

によって，ーよい道を通 りより早 く旅行する方法を知ることが

できます。系図表も同様であり，それは，私たちの先祖が誰

回 「ｍ
系 図

■

であるか，いつ，どこで生まれ死んだのかを示 して，私たち

を先祖のもとに導く道路地図の役割をはたして くれるで しょ

う。系図探求の目的の一つは私たちの系図をできるだけ遡る

ことであります。 これは通常三つの方法でなされます。

先ず私たちは系図表を，自分個人の知識にもとついて書き

雄 めます。表の上に，自身 と両親 と祖父母などについて，自

分自身の家庭の周辺で得 られるあらゆる情報を記録 します。

二番目にもっと遡れるように助けて もらえないか，親戚に

相談 します。すべてこれらのことをなしてから三番目の段階

として系図の探求を始めるのであります。私たちは，先祖が

生れた所，住んだ所，結婚 した所，死んだ所の記録を得 られ

る所に手紙を書 くか，または訪問し， この情報を得て，表に

記入 してできるだけ系図を遡 ります。系図は家族を示さず，

ただ直系先祖を示 してくれるだけであることを覚えるべきで

す。 これには直系先祖の家族についての詳細な記録はな く，

また他の人に対する関係 ものっておりません。

各教会員の責任は自分自身の系図を探求 して家族が完全な

くさりとしてつながるように連結することであります。 この

家族のくさりが系図表に記録 された先祖たちの永遠な単位と

して共に結び固められるのであります。

系図作業について心しておかねばならないことが若干あり

ます。男は彼の血統上の系図作業に責任があり，女は彼女の

血統上の系図作業に責任があります。女性は結婚 したか らと

いってその責任から解放されるものではありません。彼女に

は夫の血統を探求 しなければないとい う義務はありません。ら

また夫はその妻の血統に関 して働 らく責任はありません。結

婚はこの神聖な特権を変更するものではありません。

系図探求の作業を続けで行 く間に，あなたはたくさんの価

値ある情報を提供する文書を発見するでしょう。

また出生証明書，結婚証明書，死亡証明書，洗礼命名また

は祝福証明書，その他さらに多 くのものを手に入れることが

できるで しょう。 これらの重要な記録は大切に保存 して下さ

い。 これらのものはあなたの直系先祖の身分を明確に証明す

８９
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る証拠となるか らであります。

多 くの家庭で家族のスクラップブックが作成さ れ て い ま

す。 これは系図記録ではな く，家族史のスクラップブックで

あります。それは単に子孫のために保存するという目的だけ

でなく，全家族がなしたことを知 るための記録なのでありま

す。

各家庭はこの記録の中に通知表，写真，証明書， 日曜学校

賞状，遺言状，証書類，新聞切抜 き，軍人記録，その他種々
や の

の身分証明及び業績証明などの記録を保存 してきました。

来月私たちは，死んだ肉親の儀式のための家族の記録を作

ゆ

成する際に，系図表をどのように用いたらよいかについて話

します。

私たちはあらゆる所にいるすべての聖徒たちに，直ちに先

祖のたあに系図表を準備 し，神殿の儀式が正確に有効に執行

されるように，系図表を正 しく記録 し，完成するようにおす

すめします。

私たちは系図の正 しい記入法をご紹介 しま した。 この時満

ちたる神権時代に，神が私たちになすように与えられた特権

であるこの仕事は決 してむつか しいものではないと心に留め

て下さい。
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伝道 部長 会 メッセ ー ジ

第二副伝道部長

田 中 健 治

私達教会員にとりまして ５月には ２つの記念すべき日があ

ります。 １つは第 ２日曜日の母の日であ り１つは１８２９年 ５月

１５日のアロン神権回復を記念する第 ３日曜 日です。私達にと

ってこの日を意味あるものにす る方法はこの日に，或いはこ

の日を目指 して，或いはこの日から，私達が更に良いことを

身につけることと存 じます。母の日は胸に赤か白のカーネー

ションをつけて母への感謝を心に抱 くだけでなくその感謝を

母に言 う日です。そして母が私達に望んでいること （お母さ

んが既に霊界に居 られるとしても）を為す日です。母は何を

望んでいるで しょうか。私は地上で最 も高貴な，無私の愛を

子供達にいつも与えている若い母，中年の母，年老いた母親

達と出会いますが，特に身近かな２人か ら何を望んでいるか

を聞いて見ました。６８歳の母は 「元気で，世の中のために役

に立つこと，特に神様の御意にそって生きてくれていればこ

んなに安心なことはない』 と言ひ私の子供の母は 「一口に言

って 自立， つまり自分から良い隼活を望んでしてくれる蔦．

と」 と申しました。そ うであるなら私達は神様の誠命を喜ん

で守って健康に生活 し，それを報告して感謝するならば母へ

の真の喜びを贈ることになるのです。「今年は病気が少くなり

言われなくても勉強が出来るようになりましたよ，お母さん

どうもありがとう。」といえるよう１と。「今年はお母さんこんな

風に頑張 りますよ見ていて下さい。」と決心の程を母の日に届

く手紙に書込めるように。そして夫 としてまた未来の夫とし

て兄弟の皆さん，母達の愛を守るに相応 しい者となろうでは

ありませんか。 このように考えて来ると神権の回復は私達に

櫛 ６て重大なことになってきます。この神権を受け御意に従

って行使することのみが私達を神様の御前に導いて下さるの

ですから。ジョセフス ミスはオ リバーカウドリと共にモルモ

ン経を翻訳中バプテスマの記事に行き当りその真意を求あ，

またおそらく自分達の罪のゆるしをも求めて真剣な祈 りを捧

げました。そうして天圭◎ベプテスマのヨハネの訪聞を受け

ました。彼等はバプデスマを求めてアロン神権を知 らされ，

それを受け互にバプテスマを受けたのです。私はこの感激的

な予言者の記事に接する度に，その注意深い神様の配慮 と一

点一画をもゆるがせにしない仕方に驚かされます。それより

後，メルケゼデク神権が恢復 され私達は遂に昔キリス トの地

上におられた時代ど同 じく完全に福音を実行する特権とそう

＼

した場合に，終 りには神の御前に真直 ぐに立つことの出来 る

候補者 としての資格を頂 くことになりました。 この出来事は

末日聖徒イエスキ リス ト教会が生ける神様の教会であること

を不していますので，いかに深 く学んでも勉強 しすぎること

はありません。神様の教会は，神様の御意が常にはっきりと

判 明していなければなρません。不完全な人問が完全になる

たあに，なにが完全か，を見出さなければなりません。それ

ほ人々の考えから出たものでなく神様のはっきりした御意の

賛成の裏付けをもっているものでなければなりません。，

何 と私達は幸福な人々でしょうか。見て下さい。私達は１手＝・１

えられていξ責任を自ち喜んで果 し，謙遜に正しい手引と指

導者によって学び，熱心に実行 しなが ら祈 りますと，御意が

はっきりと理解出来るのです。そこには弱いあやふやや，暗

い失意はありません。兄弟の皆さんあなた方が神様の側に立

つ ときに眺めることの出来る素晴しい希望 と自分を励まして

局めようとする天使の助け，御霊の導 きを逃す ことのないよ

う神様の誠命を守る特権をフルに活用致 しましょう。神権の

回復を記念する日私は大声で自分に問うて見たいと思ってい

ます。「末日聖徒 イエスキ リス ト教会は真の生ける神の教会で

す。なぜなら神様が与えて下さいました神様のお仕事，計画

を遂行するに必要な神権がありますか ら。そして私も神権者

として正 しく生活 していますから」と言えるかどうかを。母

の愛は殆んどキ リス トの愛に近 く高い無私のもので あ りま

す。そして母は神の御意に沿った生活をするように望んでい

ます。神様が実在 してお られ私達も神様のような方に迄高め

られることを目的に地上に生を受けましたので， この地上の

生活は如何な困難に出会っても大切な魂の学校で学んでいる

のであり，そこにはいつも光明と希望があるのです。もし神

様が実在でなく教会も神権 もまやか しであったら，向上する

喜びは全く感 じられず，母達の子供への願いは全然別のもの

になっていたて とで・しょう♂全伝道部の兄弟姉妹の皆様 この１ン

月に私達の努力を更に加えて，瓶人格を高あられる喜びを受け’

またまだ福音を知 らない方々に模範 と親切 とやさしい言葉に

よって福音を伝え，眼に見える母 と父と夫 と妻 と友入 と子供

達に感謝の言葉を出しつつ，ひそかにひざまついて天父なる

神に心の思いを素直に祈ろうではありませんか。

『およそ忠実にしてわが今語れる二つの神権を得，而 してそ

の天 よりの召を全力を尽 して遂行する者たちは， 「みたま」

により聖められてその肉体再新さる。……またすべてこの神

権を受け入るる者はわれを受 くるな り」
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上段 ヒンクレーご夫妻を囲むシンギングマザース

下段 特別大会の小松伝道部長

鮮

支 部

西 宮

だ

支

よ

部

り

３月２０日 三宮支部釜石一朝兄弟 （地方評

議員）と西宮支部，永吉節子姉妹が阿倍野礼

拝堂にて多くの人々の祝福を受けご結婚なさ

いました。

９２



岡 町 支 部 教 会 堂 建 築ｉ進 む ！

昨年１２月１６日のくわ入れ式によって；スター ト

した岡町支部の建築は， ラーセン監督を中心に，

建築宣教師，支部会員，京阪神地区兄弟姉妹たち

の力によって築きあげられています。阿倍野支部

に次いで西中央地方部で築かれるこの教会堂が，

強力な兄弟姉妹の手足によって完成 され，関西の

：地に主の業を確立する礎 となりますように。

一 た くま しい建築宣教師たち 二

赤

堂

花

池

蔵

中

尾

笹

土

間 ．（札

前 （横

沢 （金

端 （小

谷 （金

幌）

浜）

沢）

樽）

沢）

島 （名 古 屋）

関 （岡 町）

山 （京 都）

屋 （東京中央）

（

天 田 （群

福 嶋 （新

五 十 嵐 （札

金

本

落

斎

杉

若

）は出身支部，敬称略

ラーセン監督

馬）

潟）

幌）

子 （横 浜）

橋 （横 浜）

合 （東京中央）

藤 （東 京 北）

江 （岡 町）

林 （東京中央）

ＡＢＣ順

５月１０日現在

講難
難 鰯

ア

選灘
蒙雛 １

護響灘

轡辮
無灘

９３
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愛読者の皆様へ

＝聖徒の道について＝

ユ ニ フ ァ イ ド ・マ ガ ジ ン

毎月聖徒の道をご愛読いただきありがとう

ございます。 この聖徒の道も，アジア翻訳事

業部の設立に伴い， ３月号か ら統一版として

発行されています。 これは，全世界の聖徒た

ちが，同時に同 じ内容の記事を読むことがで

きるように，統一された編集に沿って発行さ

れるようになったからです。今まで，アジア

地区は，この統一版ではなく，各国独自の編

集による発行をしていましたが， ３月号か ら

統一版が発行できるようになりました。ご参

考までに，韓国，中国， 日本で発行された聖．

徒の道をごらん下さい。

これでもおわか りのように，毎月お読みい

ただく記事が，同時に各国の聖徒たちに読ま

れているわけです。

ご愛読いただいています皆様方のお力によ

り， この聖徒の道がさらに発展，普及 します

よう， ご協力をお．願いします。

なお統一版になりましても，最後に数頁の

ローカル ・ニュース版がありますので，皆様

方の支部だより，証詞などのご投稿を引続き

お願いします。

また，伝道部長会の承認により６月 号より

料金を下記のように改正させてい た だ き ま

す。 置

よ りよい聖徒の道のために，皆様方の積極

的ご意見をお聞かせ下さい。

聖 徒 の道 ・料 金 改 正

の お 知 ら コせ

１９６８年 ６月号より

☆ 一部 １００円

☆ 年間予約料金 １，０００円

ただ し，すでに８月まで予約されている

方は，その月まで現状のままですので，

９月か らの年間予約をして下さい。

☆ 家族一冊で予約されている方 も，個人単

位で，またお友だちへも予約をおすすめ

下さるようお願いします。



母

の

日

わた しのおか あ さん

ごむ ろ あつ こ

小学 ３年 （横浜支部）

わた しのおか あさんは，お こるときは とて もこわ くて，や

さ しい時 はとてもや さ しい のです。おかあさんは，目がねを

かけています。す ぐ目がいた くな るので， 目の先生 にいって

います。 目 ぐす りを さしています。朝 と夜さ します。

おか あさん は，お りょうりをつ くるのが上手 です。皆 でご

はんのお祈 りをす るとき，おい しくな りますよ うにと， おい

の りす るとおい し くな りす ぎて，ふ とるふ とるといいます。

お友 だちをよんで， ごちそ うもして くれます。

おか あさん は， うたが とて も上手です。 き ょう会 の コー ラ

スにはいって います。

それか ら， にわをつ くるのが上 手です。 いま，つつ じと，

チ ュー リップ と，や ぐるま草 と，すみれ と，つば きがさいて

います。

き ょう， きいろの花 のさいた木を，か って うえま した。

おかあさんは，足がいたいので，いつ もお こったよ うなか

おを しています。

それで も， ときどきす もうを とって くれます。 おかあさん

が上 にのって，私が下 にな ります。ふ とってい るので，私 は

つぶれ そ うにな ります。それか ら， これは本当の ことなんで

す。か い じゅうみ たい にふ ざけてかみつ きます。

．おかあさんは，火 よう日には，ふ じょきょう会にでかけま

す。金 よ う日にも，かてい ほうもんにでかけま した。大船 に

行 くときはいな り森までお りてい って，バ スにの っています。

おかあさん は，おば あちゃんの うちに，土 よ う日には， い
を

つ もいきます。

＼＼

＼

＼ ．
＼＼

そ して， いろいろ，おみやげを もってい きます。 このまえ

は うちのつつ じの木を もってい きま した。 で も， この木 には

た くさん虫 がつ いて いま した。

’えきで
， おと うさんとあって，おかあさん と三人 で， おば

あちゃんの うちにい きま した。 わた しはおばあちゃんがつ く

った竹 め子 ごはんがおい しくて，三ばい ぐらいたべ て しまい

ま した。か に もたべ ま した。

おかあさんは，竹 の子 ごはんがおい しい といって， かにを

あま りたべ ていませ んで した。

日曜 日は，お ばあちゃんの うちか らき ょう会 に行 きます。

まい しゅう，子供 の日よう学校にまにあ うよ うにつれていっ

て くれ ます。で ん車で一時間 ぐらいの っていきます。 その間

おかあさん とい ろい ろあそんだ りべん きよ うした りします。

私 は，ゴお とうさん には，お とうさんがいちばんす き， とい

います。 おか あさん にも，おかあ さんがいちばんす き， とい

います。わ た しは両方 ともい ちばんす きです。

母 ．

鈴 木 真 理 子 （阿倍 野 支 部 ）

（中学 ３年）

母 は，いつ も休 みな しのよ うな毎 日を送 ってい る。普通 の

家のおかあ さん方 も，いそが しい と思 うが，子供 の多 い とい

うことで，大変苦 労 して きた。 とて もやさ しい母 だなあと思

うときがある と思 えば， こわい顔 を しておこるとき もある。

また，悪 い ことは，人 の 目の前 で も， よ うしゃな くおこる。

そんな時には少 し反抗 す るときもあ るが，や っぱ り，おか あ

さんていいなあ と思 う。教会 のこ とでわか らないことは， ど

ん どん教えて くれ るし， 父の帰 りがおそいので いつ も，母を

中心 に家族 のお祈 りを して聖書 を読 む。

「悪い行ないを していた ら
，頭 も悪 くなるよ」 と驚か され る

こともある。 あの小柄 な母 か ら，大 きな愛 が，私達 の心を豊

か に して くれ る。私 は，長女 として，妹や弟達 にお手本 とな

るような行ないを して，母 を喜 ばせたい。

お か あ さん あ りが と う

５さい の まつ したみ は と（東京北支部）

わた しのいえは， さっぽろからきたばかり

＼

なので，いそが しいのになんで もして くれ ます。お こるとき

もありますが， よい こになっ．てほ しいか らしか るのです とい

いま した。 お りょりして くれ るおか あさん。おせんた くして

くれ るおかあさん。 おそ うじして くれ るおか あ さ ん。 だか

ら，おかあ さんあ りが とう。

＼



◎ ．

ρ
，ｉ

ドタナ

艶 メち 亀

お 母
五 月 の 第二 日よ う 日．は 、母 の 日です。 ぼ

くもお か あ さん の こ とを少 し考 え た い と思

い ます。 ぼ くの、 おか あ さん は五 十 二 さい

です。

だか らぼ くの うち に はお ね え さ んや お に い

さ ん が な ん人 もい るの で い ろん な こ とで面

ど うみ て くれ ます 。 だか らお か あ さ ん は、

あ ま りぼ くの こ と をか ま い ませ ん で した。

で もお か あ さん が い な い と心 ぼ そ い きが し

ます。 お か あ さ ん は道 を歩 く時 ゆ っ くり歩

きます６ で も まだ まだ元 気 で す。 お か あ さ

さ ん 稲垣 義 信
（小 学 校 三 年 ）

ん は七 人 も子 ど もが い るの で大 き くす る の

に た いへ ん だっ た と思 い ます。．母 の 日は め

い わ くをか け な い で おか あ さ んに よろ こ ば

れ た い と思 い ます。 学校 で’も よ く勉 強 して

お か あ さ んに よ ろ こば れ た い と思 い ます。

お か あ さ ん は、 い つ も メガ ネ をか けて い ま

す 。 おか あ さん は メ ガ ネ をか けて い る と目

が大 き く見 え ます が メ ガ ネ を とる と細 い 目

を して い ます。 い つ もおか あ さ ん に よろ こ

ば れ るこ とを した い と思 い ます。

母 よ わ れ 美 し き

１．母 よ、 われ 美 し き楽 し き夢 見 ぬ

子 守 唄 を うた う島の

小 さ き巣 の 夢 を『
・ 子 守 唄 を うた う鳥 の

小 さ き巣 の 夢 を ’

２．苔 な す岩 に流 る、小 川 に 百合 咲 く

そ こに 臥 して水 けむ りの

や さ し き歌：ぎ きぬ

そ こに 臥 して水 けむ りの

や さ し き歌 き きぬ

３． 日か げ も 日向 もゆ き 海へ と流 る る

・その調 べ に 、や が て 眠 り

、夢 の 島へ 行 きぬ

その調 べ に 、や が て 眠 り

夢 の 島 へ 行 きぬ

４．露 に光 るかんむ り うるわ しき天使

われに触れ て眠 をさませ ば

そこにい ます母 よ

われに触れ て眼 をさませ ぱ

そこにい ます母 よ

（讃美歌４２番）

わた しのお母 さん
お母 さ ん は、毎 朝 六 時 ご ろ起 きて 火 をた

き ます。 あ た たか くな る と、 み んな が起 き

て きます。 お母 さ んが 、朝 ごは ん を作 っ て

い る時 わ た しは 、顔 をあ ら うの で 、 じゃ ま

に な る と思 う時 も あ ります。 み んな が ごは

ん を終 る とお母 さ んは、 お父 さ んの おべ ん 、

と う を用 意 した り、 くつ をみ が いた りしま

す。 お父 さ んが お仕 事 に出 か け て し ま う と、

ふ とん を あげ た りし ます。 その ころ わ た し

と、弟 は、学 校 へ行 きます。 それ か ら妹 の

久美 ち ゃ んが よ う ち園 に行 くの でせ い ふ く

’柳 沢 真 理

（小 学校 四年 ）

を きせ た り します。 み んな が い な くな る と

お そ う じ を した り、 おせ ん た くで とて もい

そが しい です 。 わ た しは 、 「お母 さ んは 、

とて も、 い そが しいな あ。」といつ も思 い ま

す。 母 の 日に わ た しは お そ う じや か い もの

な ど をて つ だ って あげ よ う と思 っ て い ます。

わ た しが悪 い こ とをす る と、 お母 さ んは ．と

て もお こり ます が 、 い つ もは 、 とて もや さ

しいで す。 わ た しは 、 そ うゆ うお 母 さん が

大 す きで す。
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